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第303図　熊の山遺跡第16期の土器群（2）
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第610号住居跡出土土器

第17期（第304・305図）

土師器小皿の出土が普遍化する時期であり，第307・1442号住居跡の土器が該当する。土師器杯は出土量が

減少し，客体的な存在となって（15・16），供膳具の主体は土師器高台付椀と小皿に移る。小皿は口径が10cm

以下になり，小振りなものが主体である。底部の切り離しはこれまでの伝統である回転へラ切り離しの他に回

転糸切り離しも見られるようになり（6～9），本期以降，この技法が主体となる。高台付椀は依然として体

部内面にへラ磨きと黒色処理が施されたものが主体であるが，断面逆三角形の低い高台を有するもの（2・4）

や口径が10cm以下の小形のもの（5）が見られるようになる。前の時期から出現する足高高台付椀は体部内面

が小皿と同様に無調整で7）（3），出土量は少ない。土師器餐・鉢類は休部外面にへラ削りが施されるものが

主体で，口線端部を角形に仕上げるもの（12～14・28・29）と丸く整えるもの（27）がある。甑の出土量は極

端に減少しており，全形を窺い知るものは出土していない。以上のように，この頃から器種の統合・整理が進

み，特に煮炊き具の減少・消滅という現象がみられる。また，高台付椀の模倣対象の変化も推測され　木製の

食器や曲物，石鍋などの調理具の存在を考えていく必要があろう。
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第304図　熊の山遺跡第17期の土器群（1）
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第305図　熊の山遺跡第17期の土器群（2）
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第1442号住居跡出土土器

第18期（第306・307図）

土師器小皿の口径がさらに縮小する時期であり，第110・642号住居跡の土器が該当する。器種構成は第17期

とはぼ同様であり，土師器小皿は口径が9cm以下で，底部の切り離しは回転糸切りが主体となる（13～17）。

また，高台付椀は低い高台を有するものだけとなる（6～8）。土師器嚢類の出土量は減少し，全形を窺い知

るものは出土していない。さらに，三足鍋（26）や耳部の付いた鍋などが出土しており，出土状況からは使用

方法の復元ができないが，竃での使用を前提としない土器群の出現は古代から中世への社会状況の変化を探る

上で注目される。
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第306図　熊の山遺跡第18期の土器群（1）
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第307図　熊の山遺跡第18期の土器群（2）
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第642号住居跡出土土器

以上熊の山遺跡の土器は18期の変遷が認められる。各期の年代的位置づけについては，須恵器や灰粕陶器

の窯跡の年代観や近年の当地における編年研究を考慮して，次のようにしておく。第1期は4世紀中頃，第2

期は5世紀前半，第3～5期は6世紀，第6～8期は7世紀，第9～11期は8世紀，第12～14期は9世紀，第

15～18期は10～11世紀である。

註

1）赤塚次郎氏の分類による。（「廻問遺跡」愛知県埋蔵文化財センター1990年3月）なお，茨城県教育財団古墳時代研

究班は，茨城の「S字餐」は東海地方からの波及が直接的でないために，必ずしも赤塚編年に一致しないことを報告し

ている。（古墳時代研究班（集落グループ）「茨城のS字状口縁台付饗について（3）」『研究ノート』7号　茨城県教育

財団1998年3月）

2）白石真理氏は，県南部と県北部の土師器の変遷における地域性を指摘し，赤彩土器の盛行は県南部にみられる特徴で

あり，また，土器そのものが橙色に発色している例が多いことから，鉄分が多く含まれる胎土を意図的に選択している

可能性があるとしている。（樫村宜行・土生朗治・白石真理　「茨城県における5世紀の動向」『東国土器研究』5号

1999年）

3）鶴間正昭氏は，関東における新型杯の出現は中央の土器様式が全国的に波及していく一環として位置付けることがで

きるとするが，その影響は関東各地で濃淡があり，そこには中央と在地勢力との連携や確執があると推測する。（鶴間

正昭　「関東における律令体制成立期の土師器供膳具」『東京考古』19号　2001年5月）

4）鶴間氏によれば，関東で最も早く須恵器供膳具への転換が進むのは，北武蔵の比企・入間地区と常陸だけであり，特

に常陸は対蝦夷の最前線基地としての役割を担い，律令政府の強力な挺子入れにより須恵器供膳具の一斉転換が可能に

なったと推察している。（前掲文献3）

5）佐々木義則氏は，9世紀代の土師器杯は常陸の北半部では回転へラ削り，南半部では手持ちへラ削りを主体とし，南

北で外面調整技法に違いがあることを指摘している。（佐々木義則　「常陸におけるログロ成形土師器杯の展開一古代

久慈・那賀・信太の三郡を中心として－」『婆良岐考古』第20号　婆良岐考古同人会1998年5月

6）赤井博之・佐々木義則両氏によれば，底径の縮小化によって調整の簡略化が可能となり，粗雑な製品ではあるが大量

生産が維持され新治産須恵器が下総・下野東部・北武蔵東部へと国を超えて広く流通したと推察している。（赤井博

之・佐々木義則「新治窯跡群須恵器杯Alの変化一消費地の様相－」『婆艮岐考古』第18号　婆良岐考古同人会1996

年5月）
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7）佐々木氏は，足高高台付椀と小皿の口緑部内面には摩滅などの使用痕が認められないものが多いことなどから，日常

的な生活用食器としての用途は考えにくいことを指摘している○当遺跡の場合も，これらの二器種は内面が無調整で，

供膳具の主体である高台付椀が黒色処理とへラ磨きを併用していることと比べて粗雑な印象があることなどから，佐々

木氏の指摘が充分想定されるところである。（佐々木義則「茨城県北半部における土師器椀の型式変遷」『婆良岐考古』

第21号　婆良岐考古同人会1999年5月）

参考文献

・樫村宜行「茨城県南部における鬼高式土器について」『研究ノート』2号　茨城県教育財団1993年7月

・赤井博之「古代常陸国新治窯跡群の基礎的研究（1）～奈良・平安時代の須恵器編年を中心に～」『婆良岐考古　第20

号』　婆良岐考古同人会1998年5月

3　集落の変遷

前項で示した土器の変遷に基づく時期区分に従って，集落の変遷を述べる。なお，既に刊行されている『第

120・133・149・166・174集』の報告分については，その後の調査の進行によって集落の構造や遺構間の重複

関係が明らかにされたことなどにより，帰属時期の変更を余儀なくされたものがある0また，時期不明と報告

された遺構についても再度遺物を検討し，帰属時期の特定に努めたが，その際の時期に関する責の一切は筆者

にある。

（1）古墳時代

第1期（第308・309図）

古墳時代前期の住居跡45軒が該当する。住居跡はいずれも東谷田川沿いの台地の縁辺部に立地しており，こ

のことは台地裾の自然湧水を利用した小規模な谷津田を生業の基盤としていたことと深く関わっていたためと

考えられる。つまり，生活基盤であった水田は集落の立地する台地下の谷津田に求められ集落域と耕作域が

明確に分離した形態ととらえることができる。『常陸国風土記』の序文には，古代の常陸国の水田に様子につ

いて，「但，有らゆる水田，上は少なく，中の多きを以ちて，年，霧雨ながあめに遇はば，即ち，百子（なへ）

の登（みの）らざる款を聞き，歳，元陽（ひでり）に遭はば，唯，穀実の豊稔なる歓を見む」と記されており，

そこには冷害という自然環境に大きく左右された湿田の特徴を読みとることができる0『常陸国風土記』は続

けて「行方郡条」で，台地上は獣の棲む未開の森林であり，一方，谷津は蛇の棲む水はけの悪い葦原であると

し，行方郡と地形の似ている当遺跡周辺も大差ない状況であったと推測できる0短期間で終鳶した当該期の集

落は，正にこのような自然環境に大きく依存した集落であり，自然条件の悪化や災害とともに小移動が割と狭

い地域内で繰り返された集落と推測できる。

住居群の分布に目を転じると，大きく3つの集団に分かれる様子を看取できる0すなわち，遺跡の北東部を

占める一群と西部を占める一群，さらに南東部を占める一群である0西部の集落と南東部の集落の間には，地

形図を見て分かる通り，両集落を分断するように大きく谷津が入り込んでいる0従って，両集落の地縁的な結

びつきは希薄だったことが想定され一方，北東部の集落と西部の集落は空白域で仕切られるだけの連続した

地形であり，あるいは一つの大きな集落を構成していたのかもしれない。

各住居は概ね北西方向を主軸としており，炉を中央部の北西壁寄り，出入り口施設を炉と対噂する南東壁際

に設けているものが一般的で，貯蔵穴は東コーナー部に付設されている場合が多い。また，主柱穴をもたない

住居が32軒，炉や貯蔵穴などの内部施設が不明な住居は13軒を数え，そうした住居は概して床も軟弱であり，
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第308図　熊の山遺跡集落変遷図（第1・2期）
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使用期間の短さ，あるいは居住以外の使用目的が示唆される。規模については，1辺が6mを超える大形住居

は6軒だけで，1辺が4m以下の小形住居が18軒を数え，その他21軒は1辺が4～6mの中形の住居である。

当該期における最大規模の住居は68謎の面積を有する第152号住居跡で，南東部の集団のほぼ中央に位置し

ている。この住居は廃絶に当たって火災を受けており，1489点にものぼる土師器片が焼土の上部から出土し，

その中には椀形の手捏土器3点，台付整形の手捏土器1点が含まれている。焼失住居は南東部の集落では該当

住居跡1軒だけであり，焼土の上面から多量の土器とともに手捏土器4点が出土していることと併せて考える

と，集落の移転に際して祭祀行為が執り行われた可能性が指摘できる。

西部に展開する一群の中心となる住居は52nfの面積を有する第380号住居跡と考えられ　この住居跡からは

滑石製の管玉と土玉が出土している。また，該当住居跡及び第396号住居跡から出土した小形器台の器受部底

面には円孔が穿たれてなく，この形態は北東部や南東部に位置する集団からは出土していない特異なものであ

る。

北東部に位置する一群からは，傑出した住居跡は検出されていない。特徴的な住居跡としては，焼失住居で

ある第48・837A号住居跡，整形の手控土器が出土した第858号住居跡，台付整形の手捏土器2点が出土した第

731号住居跡，異形器台が出土した第777・904号住居跡が挙げられる。特に，第904号住居跡から出土した器台

3点は完形に近く，いずれも炉の周辺から出土しており，これら3点で煮炊き具を支えていたものと考えられ

0　　　　　　10cm

！　：　！

第309図　第904号住居跡出土異形器台

る。形態は，「ハ」の字状に開く脚部の中位に3孔を有し，器受

部が椀状を呈するものであり，器受部底面は穿孔されていない。

当遺跡周辺では，南へ1kmに島名前野・島名前野東遺跡が位置

しており，島名前野東遺跡からは住居群とともに方形周溝墓が確

認されている。これらの集落は，東谷田川に沿って点在した集落

の一つと考えられ　今後の調査事例の進行によっては，より広い

範囲での集落の展開が明らかにされるものと考えられ　加えて，

第1期と第2期の時間的空白をつなぐ集落がいずれの場所に営まれていたか，解明が待たれるところである。

第2期（第309図）

古墳時代中期の住居跡10軒が該当する。各住居は第1期同様，東谷田川寄りの台地の縁辺部に立地している。

住居の規模は第61号住居跡だけが1辺4mはどの方形で，それ以外は1辺が5mを超える方形を呈するもので

あり，規模と形状は概ね揃っている。住居の主軸は北方向と北西方向を示すものがあり，炉の位置は第1期よ

りも北壁あるいは北西壁近くに移動している。

集落は遺跡の南東部と北東部に分かれ南東部の一群は大形住居を中心に7軒の住居跡からなり，北東部の

一群は3軒からなる。南東部の一群では第179号住居跡が傑出しており，50nfの面積と主柱穴6か所，炉2か

所を有し，集団のはぼ中央に位置している。さらに，第179号住居跡及び第131号住居跡からは炉が2基ずつ検

出され　中央部と北壁際に住居の主軸に沿うように併設されている。規模の違いからみて，壁際に付設された

炉が煮炊き用と考えられ　中央部に付設された炉は小形であり，明かりや暖をとるためのものと考えられる。

遺物としては，第61・211号住居跡から出土した多量のベンガラが注目される。これらのベンガラはいずれ

も小形壷に入っていたものである。分析の結果，赤鉄鉱を主成分とする良質のもので，1％程度の濃度に薄め

て彩色可能なことが明らかにされており，赤彩された土器が多く出土していることと併せて考えると，両跡は

土器制作における工房的な役割を担っていたとも想定される。また，第131号住居跡からは碧玉製の勾玉と砂

岩製の紡錘車，第316号住居跡からは土製の紡錘車が出土している。
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一方，北東部の一群は住居跡3軒からなり，互いに距離を置いて位置しているため，それぞれ単独で存在し

た可能性も指摘できる。一単位の集団とみた場合には，住居の規模や出土遣物にほとんど違いがなく，ほぼ等

質な集落構成をとっていたと考えられる。

当遺跡周辺のこの時期の集落はいずれも川沿いの台地状の縁辺部に展開し，当遺跡から南へ約1血に島名前

野遺跡・島名前野東遺跡，南西へ1血にツバタ遺跡，さらに2血南に谷田部漆遺跡や真瀬三度山遺跡，上萱丸

古屋敷遺跡が点在しており，比較的濃密な分布を示している。古墳時代中期の良好な資料は，県南部では牛久

市に所在するヤツノ上・中久喜・東山・馬場・中下根・隼人山遺跡などにみられるが，これらは器種構成から

みて当遺跡周辺のものよりも新しい様相を示しており，そうした時期的な偏在が偶発的なものなのか，あるい

は大規模な移動によるものなのか，今後の資料の蓄積が必要である。いずれにしても，集落は台地の縁辺部に

適度な距離を置いて営まれていたことが看取でき，特に，真瀬三度山遺跡・上萱丸古屋敷遺跡などは西谷田川

沖積地との比高が1mしかなく，生活基盤が谷津水田から沖積低地での水田耕作へ変換した可能性も示唆され

興味深い。なお，当該期に属する古墳は，現在のところ確認されていない。

第3期（第310図）

住居内に竃が導入される時期で，第39号住居跡と第804号住居跡の2軒だけが該当する。両跡とも当遺跡の

北東端に位置しており，当該期の集落はさらに北方に広がる可能性がある。両跡は厳密な意味での同時期では

なく，若干の時間差を指摘でき，出土した杯の形状から判断すると第39号住居跡がより新しい様相を示してい

る。従って，両跡が同一の集落を構成していたとみるよりは，第804号住居跡の属する集落が第39号住居跡の

属する集落へ小移動したと時間幅の中で考えるのが妥当と思われる。

出土遣物では，第804号住居跡から出土した杯形の手捏土器と赤彩された杯が注目される。特に，杯は底部

に2条の筋状の研磨痕を持つもので，砥石に転用されたことが想定され鉄器の存在を間接的に証明し得るも

のといえる。

第4期（第310図）

住居跡31軒が該当する。住居数はまだそれほど多くはないが，集落は台地全体に及び，当遺跡が大規模に開

拓される前夜的様相を示している。集落を概観すると，50I迂以上の面積を有する大形の住居跡を中心にその周

囲に小形の住居跡2，3軒を配する小さなまとまりが8単位はど確認され全体としては標高20m付近に大き

な弧を措くように展開している。1辺が6mを超える大形住居は10軒を数え，住居の主軸方向は概ね北西方向

を指しており，統一性を窺うことができる。　　　　　　　　　　　　　l

北部に位置する住居群には祭祀遺物が集中しており，第794・801号住居跡からはいずれも土製勾玉と杯形の

手捏土器，第806・831・891号住居跡からは滑石製の臼玉がそれぞれ1点ずつ出土している。他の住居群には

そのような祭祀遣物がみられないことから，北部に位置する一群はかなり祭祀的色彩の強い住居群と考えられ

集落の祭祀を司る集団，または祭祀用具を管理する集団の可能性が高いといえる。また，第801号住居跡から

は平瓶，第806号住居跡からは鉄鉱と施，第831号住居跡からは凝灰岩製の砥石が出土しており，須恵器や鉄器

の保有においても集落内において優位にある集団といえる。また，上述した住居跡のほとんどは501迂以上の面

積を有する大形のものであることも，集落内における優位性を追認するものといえる。

西部に位置する集団では，第987号住居跡から杯身，第721号住居跡から刀子と球状土錘，南部に位置する集

団では第1098号住居跡から土製紡錘車が出土しており，これらの住居もまた大形である。こうした事実は，世

帯共同体における家父長層による鉄器や須恵器の集中的管理を示唆するものであり，個々の住居跡は期待ほど

に当時の階層を語ってくれない中で，有力者層の存在を想定させてくれる貴重な資料といえる。
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ところで，当該期から土師器太形鉢が器種構成に加わるようになる。この器種は畑作に関連した新しい調理

対象物と調理法に対応した調理器とされ1㌦純然たる低湿地農耕から乾田の畑を含む農耕への飛躍を示唆す

るものといえる。そして賢台地上全体を占拠するようになる集落の広がりが芦そうした農耕法の転換を物語っ

ているといえよう。

以上夕概観したように，当該期にはそれぞれの集団の中に規模の大きい住居が出現するようになる。このこ

とは芦特徴ある遺物がそうした特定の住居跡から出土していることと併せて，大形住居を中心とした集団とし

ての結合の強化すなわち集落に対する単位集団（世帯共同体）の自立性を強めてきたことを意味するものと

いえる。

第5期（第別図）

該当住居数は猟師と増加し，新たに掘立柱建物2棟が出現してタ熊の山遺跡は繁栄期を迎える。遺構は台

地上全体に及んでいるが芦密なまとまりを示すのは北部と西部でありプその二地点には大形住居も多く見られ

ることからタ第4期において優位な立場にあった集団が当該期にあっても同様の立場を保持していたものと想

定される。鉄器や須恵器の出土も増加し　須恵器膵点併身2　高杯お腹お長頸壷1短頸壷5，脚付壷

温　提瓶お整自　鉄器旺喪（鎌3，鋤先2　刀子凱鉢の　砥石　点が出土している。その他の遣物では，

紡錘車　点　滑石1土製の　臼玉摘点（滑親告線泥片岩1蛇紋岩2）タ有孔門板1点（滑石）などが出

土している。これらの遺物もまた，北部と西部から多く出土している。特に，鋤（鍬）先がタ西部に位置する

第野　の摘舶号住居跡から出土している点は注目される。これらの鉄製品はU字形を皇するもので，元来，出

土最が極めて少ないものでありタ　目立った使用痕がないことから，専ら古墳や横穴墓等の非日常的な土木作業

（造墓作業等）に使用されたとする論説2）もあり，有力家父長層による集中的な所有と結びつけて考えるこ

とができる。

集落を概観すると，1辺が6mを超える大形住居は28軒を数えタ確認される単位集団もその数に比例するよ

うに増加をみせている。住居の主軸方向は概ね北西方向を基調としているが，北部の集団には北方向を主軸と

する住居群もみられる。単位集団ごとに住居の方向軸に統制がとられていた状況の中で，北方向と北西方向の

住居が混在しているということは，短期間での住み替えタ或いは小移動が行われた可能性を考えておく必要が

あろう。

当該期の特徴ある遺構としてはタ西部に位置する集団に付属して建てられた第54号掘立柱建物跡が挙げられ

る。また，第は号掘立柱建物跡も第摘別号住居跡と重複しているがタ　この時期のものと比定されており，短

期間での建て替えが想定されているものである。これらの建物はいずれも2×2軒の総柱式で，剰余生産物の

収納の場ととらえることができ，近藤義郎氏によればタ「諸家族体間の不均等は諸生産と交流の発達の中で深

まる」3）のであり，そうした状況が当時の熊の山遺跡に掘立柱建物跡をもつ単位集団ともたない単位集団を

存在させたことになる。と同時に，「収奪の象徴となる掘立柱建物跡群がみられないことから，支配的共同体

としての地位はあまり高くない。」4）ともいえ，国造を頂点とする重層構造を底辺で支えていた群集境の被葬

者としての存在を垣間見ることができる。また，遺跡周辺に目を向けると芦当遺跡の北側には熊の山古墳群や

関の台古墳群の存在が確認できる。これらの古墳群は概して径摘mほどの小形円墳で占められており，こうい

った群集壇の形成が上述したような社会事情を物語っているといえよう。

第6期（第3m図）

住居跡は軒　掘立柱建物跡　棟が該当し，遺構数は第5期にも増して一層増加する。1辺が6mを超える

大形住居は36軒を数えタ特に1辺が8mを超える大形住居が南部や南西部にもみられるようになり，新たな世
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帯共同体の成長，増加を意味するものと理解できる0また，主な遣物としては，鉄鎌8点，手鎌1点，刀子3

点，砥石10点，転用砥石1点，須恵器21点（杯身4，杯蓋3，高杯1，平瓶4，提瓶3，施4，短頸壷1，聾

1）などがある。

従来から優位な立場にあった北部と西部に位置する集団は当該期にあっても継続しており，なかでも，西部

に位置する第1045号住居跡は1辺が10mを超える当遺跡最大規模の住居跡である0この住居跡からは鉄鎌と砥

石が出土しており，隣接する第1012号住居跡（第1045号住居跡との間隔が狭すぎることから短期間での住み替

ぇを想定している）からは蛇紋岩製紡錘車，第1061号住居跡からは土製紡錘車，第1063号住居跡からは転用砥

石と須恵器提瓶，第1080号住居跡からは須恵器杯身が出土するなど，遺物の点からも，単位集団としての優位

な立場を窺うことができる。また，第959号住居跡からは輯羽口や鉄津が検出されており，鍛冶関連の手工業

との関わりも想定されさらに，第53号掘立柱建物跡が西側に付属していることも，優位な立場を物語ってい

る。

掘立柱建物跡は，第1045号住居跡を中心とする西部の集団と空白域を挟んで東側に展開する単位集団にも認

められる。いずれの建物も2×2軒の総柱式であり，第5期でみられたものと同様，剰余生産物の収納場所と

いった役割が想定できる。この東部の集団の中心は1辺が10m弱の第358号住居跡と考えられこの住居自体

は遺存状態が悪いため，遺物はほとんど検出されなかったが，周辺の住居跡では，第385号住居跡から鉄鎌と

楔，第391号住居跡から鉄鉱2点と手鎌，第402号住居跡から刀子，第341・354号住居跡から土製紡錘車，第

426号住居跡から須恵器平瓶が出土している。

北部に位置する集団では，1辺が8mを超える第876号住居を中心とする単位集団，第843・888・892号住居

を中心とする単位集団，第811号住居を中心とする単位集団などが看取できる0これらの集団からは砥石の出

土が目立ち，第766・877・892号住居跡から各1点ずつが出土して，鉄製農具そのものは第49・827号住居跡か

ら出土した鉄鎌2点だけであるが，砥石の存在と併せて相当数の鉄器の保有が推察できる。また，須恵器は，

第49号住居跡から襲・平瓶，第888号住居跡から施，第771号住居跡から杯身が出土している0

南西部には新たな集団が成長し，第1224号住居跡を中心に4軒のまとまりを示す単位集団が認められる01

辺が9mを超える第1224号住居跡からは，刀子2点と砥石1点，杯形の手軽土器2点が出土している0また，

第1219号住居跡からは輯羽口が多数出土し，付近からは多量の鉄津が確認されている0鍛冶炉そのものは検出

されていないが，当該期には鍛冶関連の手工業が開始されていたことは確実である。この付近は東側に緩やか

に降下した傾斜地で通風性に適し，しかも該期以前は無住地帯だったことから，住居を建てる際の制約がなか

ったことが想定され鍛冶に関わる集団が鍛冶に適したこの地に意図的に居住を定め，操業を開始したことが

想定される。

以上のように，当該期は各世帯共同体のさらなる成長がみられ同一集落内に複数の有力な世帯共同体が併

存した時期といえる。第5期から続く須恵器の安定供給は，東谷田川を媒介とした他地域との交流を如実に物

語り，集落内において鍛冶関連の手工業が開始されたことにより，熊の山遺跡は一層の隆盛をみせることにな

る。

第7期（第311図）

住居数は減少し，住居跡56軒が該当する。住居規模も縮小し，集落は一旦衰退に向かう0特に，これまで隆

盛を誇っていた北部に位置する集団の衰微は顕著で，大形住居は減少し，特徴ある遺物もわずかに第849号住

居跡から砥石（凝灰岩）と紡錘車（滑石），第76号住居跡から須恵器杯身，第1102号住居跡から須恵器壷蓋な

どが出土しているだけとなる。

－342－



⑥

第311図　熊の山遺跡集落変遷図（第6・7・8期）

：り：ミー

十



一方，前代からの系譜である西部の一群と南東部の一群は優位な立場を維持し続ける。西部の一群は大形住

居を中心に複数の小形住居が付属する形で構成され第957住居を中心とする1単位，第979号住居を中心とす

る1単位，以下，第1040・1064・1166号住居をそれぞれ中心とする3単位の計5単位が認められる。これらの

単位集団は互いに近接していることから，地縁的・血線的に結びつきが強かったことが想定され次期まで継

続して繁栄していく。主な遺物としては，鉄鎌が第1032号住居跡，刀子が第29・1008・1040・1074号住居跡，

砥石が第31・957・979・981・1040号住居跡，転用砥石が第973号住居跡，紡錘車（蛇紋岩）が第957・981号住

居跡から出土している。また，住居内の覆土から鉄浮や被熱した雲母片岩が出土しており，鍛冶関連の手工業

を取り込んでいたことも窺われる。須恵器では，第29号住居跡から高杯，第957号住居跡からフラスコ形瓶・

平瓶，第1008・1166号住居跡から杯蓋が出土している。

また，西部の集団と空白域を挟んで東部に展開する集団は，第435号住居を中心にして4軒の住居跡で構成

されている。この単位集団は前代からの系譜を引く集団と考えられ大形住居である第435号住居跡からは砥

石・刀子・須恵器特殊扁壷が出土している。この特殊扁壷は東日本においての出土例が極めて少ないものであ

り，他地域との交流を窺う好資料といえる。

南東部の一群では，第656号住居が傑出している。1辺が10mを超える当遺跡最大規模の住居であり，遺物

も手鎌3点，刀子3点，須恵器平瓶1点などが出土しており，興味深い。また，同住居と同じ単位集団を構成

する第253号住居跡からも鉄鎌1点，第1251号住居跡から刀子2点，鉄鉱2点が出土しており，鉄製品の保有

において他の集団を凌駕している。さらに，この集団の北側に位置する集団は7軒で構成され　明確な形での

中心住居を抽出できない等質な集団であるが，第274号住居跡から鉄鎌1点，第330号住居跡から鉄鎌と須恵器

杯蓋各1点，第197号住居跡から須恵器フラスコ形瓶と杯蓋各1点，第132号住居跡から須恵器高杯1点，第

162号住居跡から砥石（凝灰岩）1点がそれぞれ出土しており，集団全体の出土遺物では他の集団と遜色がな

い。

前代から鍛冶関連の手工業が行われていた南西部は，当該期にあっても同じような状況であり，明確な形で

の鍛冶関連の遺構は検出されていないが，鉄津などの遣物によってその存在が推定される。また，第1404号住

居の床面中央にはピット2か所が掘り込まれ　その周囲が特に踏み固められていることから，報告者は何らか

の道具を設置したピットの可能性を指摘し，ベンガラの出土と併せて工房的な施設を想定している。同住居跡

からは，紡錘車2点（土製・粘板岩製）も出土しており，これら南西部に位置する一群は手工業に関わる工房

的な要素の強い集団といえる。

第8期（第311図）

竪穴住居跡32軒と掘立柱建物跡3棟が該当する。第7期に続いて衰退傾向にあり，集落内にあって主導的な

立場にあったと想定される北部と西部の集団のうち，北部の集団は全く表徴してしまい，住居2軒が確認され

るだけとなる。一方，この時期にあっても西部の一群は優位な立場を保持し続けたと考えられ　とりわけ，第

55号掘立柱建物跡（5×3問総柱式），第57号掘立柱建物跡（6×3間側柱式）は，この時代の建物跡として

は，稲敷郡桜川村に所在する柏木古墳群遺跡（評家や在地首長層に関わる集落遺跡ヵ）で確認されている第1

～3号掘立柱建物跡（5×3問側柱式）に比肩する大形のものである5）。特に，第57号掘立柱建物は南妻側

に庇が張り出し，さらに南側部分の三方を目隠し状の施設（塀ヵ）が付属するもので，有力者層の居住施設と

考えられる。また，第55号掘立柱建物は同じ総柱式である第56号掘立柱建物とともに，第57号掘立柱建物に付

属する倉としての機能が想定されている。遣物もこの西部の集団に集中しており，特に第1079号住居跡からは

鉄鉱・刀子・砥石・須恵器杯蓋・長頸壷・馬具が出土している。
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南部に位置する集団では，1辺が6mを超える第623号住居が中心となるものと考えられるが，砥石に転用

した土器片2点が出土していること以外，目立った遺物の出土はない。

一般に，7世紀後半になると住居の小形化と集落規模の縮小が進み，中には消滅してしまう遺跡も数多くみ

られる。当遺跡においても同様な傾向は認められるが，そのような状況下にあっても，当遺跡は前述の掘立柱

建物を中心にして集落としての命脈を保つことができ，次の時代へと継続する。

（2）奈良・平安時代

第9期（第312図）

住居跡84軒，掘立柱建物跡4棟などが該当する。古墳時代後期に続いて第2の画期といえ，住居形態は概し

て1辺が4～5mの方形で均質なものとなり，主軸方向はいずれも真北方向を指すようになる。また，遺跡の

南西部には第16・20・77号溝が1辺70mの方形に巡らされるようになる。これらの溝は調査年度の違いにより

別々の名称が付けられてしまったが，本来同一のものである。形状は，上幅75～210cm，下幅42～105cm，深さ

50～82cmの箱薬研状を皇し，南側部分が開口しており，住居の主軸同様に，南北を基調とした構造になってい

る。なお，現代の道路下には溝が巡っていないことが，トレンチ調査により確認されている。

住居の密集地帯は北部，西部，南東部の三地点に分かれ特徴ある遣物もそれらの地点から集中して出土し

ている。この時期，最も隆盛を誇るのは南東部の一群で，この集団はさらに3～5軒を一つのまとまりとする

5～7単位に分かれる。特に，南端部に位置する集団は住居の規模・遣物ともに傑出しており，中心となる第

1252号住居は50I逆を超える面積を有した当該期における最大規模の住居で，刀子1点・鉄鉱2点とともに銅製

の餃具1点が出土している。東に並列する第1087号住居も（前述住居と互いに近接していることからいずれか

への住み替えが想定されている）同程度の規模を有し，須恵器盤を転用した硯や鎌・刀子・棒状の鉄製品（釘

ヵ）各1点や須恵器大聾片などが出土している。また，北側に位置する第1083号住居もほぼ同規模であり，釘

7点とともに銅製丸輌1点が出土している。第1098号住居跡からは，「大」とヘラ書きされた須恵器杯が出土

している。さらに，これらの集団には倉庫と想定される第97・116号掘立柱建物が付属しており，遺構の配置

からも他の集団を優越していることは明らかである。

第639号住居を中心とする一群も出土遣物にみるべきものがあり，該当住居跡からは鎌1点・鉄鉱1点・刀

子2点，銅製鉦尾1点が出土している。また，同じ単位集団を構成する第645A号住居跡からも刀子1点が出

土している。さらに，その他の住居跡からは，鑓錮1点，刀子2点，鉄鉱4点，鎌1点，棒状鉄製品1点，砥

石2点，石製紡錘車1点などが出土している。

以上のように，当該期に出土した鉄製品全36点のうち28点が南東部の集団に集中しており，この集団による

鉄製品の集中的保有という状況があったのかもしれない。さらに，銅製帯金具3点がこの集団から出土してい

ることも注目すべき点である。次項で詳述するが，一般に帯金具は8世紀後菓以降に出土量が増加するもので

あり，今回のように8世紀前葉の集落からまとまって出土すること自体が稀で，しかも第1083号住居跡から出

土した丸柄はその系譜を古墳時代に求められ中央政府が律令体制を確立していく過程で在地有力者層を体制

内に取り込んでいく様子の一端を窺うことができる。

一方，西部に展開する集団からは，第60号掘立柱建物跡が検出されているものの，傑出する住居は見あたら

ない。しかし，集団全体としては刀子2点，鎌1点，鉄鉱1点，棒状鉄製品1点，砥石2点，石製紡錘車1点

などが出土しており，出土遣物の面からその優位性を窺うことができる。

北部の集団では，第872・886・896・1144号住居などの大形住居を中心に4単位の集団が展開している様子
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が看取できる。第7・8期と衰退したかに見えた北部の一群であるが，この地は第4期以降熊の山遺跡の開拓

に当たって最も早く拓け，熊の山古墳群を後背地とする故地であり，その系譜に当たる人々がこの地を再び居

住地としたことは想像に難くない。遣物としては，第1144号住居跡から文書事務に関わる円面硯，第886号住

居跡から釘，砥石，第733号住居跡から鉄鉱，第873号住居跡から刀子各1点の出土が確認されており，当該期

から再び隆盛に向かう。

以上，住居の広がりを元に，密なまとまりをみせる南東部，西部，北部の集団について述べてきたが，これ

らはいずれも第4期から継続する地点に展開する集団であり，そこには前代から連綿と続く地縁・血縁的に結

びついた世帯共同体としての姿を垣間見ることができる。

最後に，方形に巡る溝跡について述べておくことにする○この溝は1辺が70mの等尺度（2／3町）で，各

コーナーは直角に屈曲した方形を呈しており，強い規格性の元に掘削されたことが想定される。西側部分から

は，湖西産と考えられる須恵器大聾，提瓶，子持器台，銅製巡方，環状鉄製品（馬具ヵ）などが大量の在地産

の須恵器供膳具・煮炊き具類とともに出土している。巡方の出土に目を向けるならば，この時期に帯金具を保

持していたのは南東部の一群だけであり，位置的にも東側に隣接していることから判断すると，この集団が溝

の造営に対して主導的な立場にあったと推測できる。あるいは，当遺跡のこれまでの集落の変遷に鑑みるなら

ば，台地の中央部または北部に造るべきものを，優位な地位を楯にして自らの集団に近い場所に誘導して造ら

せたのかもしれない。

ところで，この溝の内側には小形住居である第523・572号住居が対噂するように位置していること以外，遺

構は確認されていない。これら2軒の住居は溝内を管理する役割を担っていたとも想定されるが，とするなら

ば，この溝が何の目的で掘削されたのか，あるいは何を区画しているのかが問題となる。しかも，次期にはさ

らに大きく集落を取り囲むように溝が巡らされる状況からみて，当集落を語る上での重要な視点となるものと

思われるが，残念ながら，そのことを明確に示すだけの資料は確認されていない。また，南東部の集団が溝の

造営や運営に当たって主導的な立場をとっていたとするならば，大量投棄された須恵器は西側でなく東側の部

分から検出されるべきではないかといった疑問も沸いてくる。推論を重ねることになるため，これ以上の言及

は行わないが，次期以降，この溝はさらに重要性を高め，溝を意識した形での掘立柱建物群の形成をみること

になる。

第10期（第313図）

住居跡85軒，掘立柱建物跡19棟などが該当する。また，溝が集落を大きく取り囲むように巡らされ総延長

はトレンチによる確認部分を含めると1000mを超える。なお，当該期以降，継続して掘立柱建物が建てられる

地点を，便宜上，北部に位置する掘立柱建物A群，中央部西寄りに位置するB群，南西部に位置するC群，南

東部に位置するD群と呼称する。

住居の分布は，ほぼ第9期を踏襲して，北部から西部，南東部にかけて広がりをみせているが，第9期と比

べて密集度は小さくなっている。当該期は，鉄製品の集落全体への浸透が顕著で，刀子14点，鎌6点，釘5点，

鉄斧1点，鍵1点，鉄鉱7点，鉄製錐尾1点（馬具ヵ），砥石8点などが出土している。また，当該期からは

石製紡錘車4点が出土しており，未だ鉄製のものは認められない。

北部に展開する掘立柱建物A群は第29・30号掘立柱建物の2棟からなる小規模のものであるが，集団として

の存在意義は大きい。住居跡にも傑出した規模のものは見当たらないが，出土遣物に注目すべきものがあり，

第871号住居跡からは円面硯1点と転用硯2点が出土し，そのうち円面硯の海部には「大殿墨硯」と墨書され

ている。そこには，「大殿」と称して差し支えないだけの実力者の存在が窺われる0また，該当住居の東に位
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置する第789号住居跡からも鎌や手鎌とともに転用硯2点が出土している。

西部に位置する集団から掘立柱建物跡は検出されていないが，この集団の中心住居と考えられる第997号住

居跡からは砥石などの他に鍵が出土しており，倉庫との関わりが想定できる。あるいは，南に林立する掘立柱

建物B群と関わる集団なのかもしれない。

掘立柱建物B群は中央部西寄りに位置しており，集落を取り囲む第35B号溝と事由を揃えて，整然と配されて

いる。また，溝の巡っていない東側と北側も，空白域によって居住域と明確に区別されている。当該期に比定

される掘立柱建物の数は11棟であるが，時期不明の建物跡の中には桁行方向が同一のものもみられることから，

この数はさらに増える可能性を含んでいる。これらの建物は，規模と形状から穎稲や穀稲を納める倉庫群とし

て機能していたと考えられ，同じ敷地内に位置する第542・714・1411号住居は倉庫を管理するための住居とも

想定される。第714号住居跡からは刀子1点とともに，「福集」と朱書された須恵器杯が出土し，第1411号住居

跡からは刀子2点が出土している。「福集」という文字は墨書土器としては達筆であり，墨書土器そのものが

第12期以降に多くみられるものであることから，土器に墨書するという通念が集落に定着する以前に識字層に

よって朱書されたと考えられ，かかる人物の教養の高さを窺うことができる。

南東部の集団では，501運を超える面積を有する第1091号住居が傑出しており，この住居跡からは円面硯や銅

製巡方各1点，漆付着土器2点，鎌2点の他に，「×」と焼成前にへラ書きされた須恵器杯4点，「大」とへラ

書きされた須恵器杯2点などが出土している。帯金具や「大」という文字資料の出土は，第9期から当該集団

に共通してみられるものであり，前期からの同族集団と想定される。その他の住居跡からは，鉄斧1点，刀子

3点，鎌1点，釘3点，鉄鉱3点，砥石1点，石製紡錘車2点，油煙付着土器1点，漆付着土器1点などが出

土しており，前述住居跡から出土した漆付着土器2点と併せ，当該集団内には紡績・漆関連の手工業が取り込

まれていたことが窺える6）。また，第1091号住居の西側には掘立柱建物D群が展開し，特に，第99・117号掘

立柱建物は柱穴の掘り方の1辺が1mを超え，強く突き固められた版築の様子からも堅固な上屋構造が想定さ

れ，穎稲類保管の「屋」と考えられる。さらに，付近に位置する小形住居の第1097・1376号住居は第1091号住

居の居住者に直接従事する階層のものとも想定される。

第9期でほとんど遺構が確認されなかった溝の外側である南西部には，掘立柱建物C群が展開するようにな

る。1辺が6．5mの第1227号住居を中心に，第82・86・89・103号掘立柱建物が囲むように配され，その北西に

は比較的大形の第1214号住居が位置している。この掘立柱建物群からは刀子3点，釘2点，鉄鉱1点，砥石2

点などが出土しており，鉄製品の集中がみられる。また，建物の配置については，B群はどの規格性は認めら

れない。

これら掘立柱建物B・C・D群は第9期に出現した溝による方形区画を囲むように展開している。このこと

が意図的に行われたものとするならば，この方形区画は集落としての共同性を表すものとも判断できる。饗宴

や祭祀が執り行われる場，交易の場としての津，畑地など様々な施設や用途が想定できるが，前述したように，

それを裏付ける資料は検出されていない。また，方形区画の内側には，小形住居8軒が確認できる。ほぼ中央

に位置する第574号住居跡から出土した須恵器杯の体部外面には「dJ」と墨書されているが，その意味する

ところは不明である。さらに，当該期になるとこの溝は延長され，第35A・35B・76号溝が集落を取り囲むよ

うになる。第35A号溝と第35B号溝は軸がずれていることから分かるように，両溝は連結せず，幅5mはどの

空自地帯がある。この空自地帯に道路が存在したと考えられ　その道路を通して，溝の内側と外側の往還が行

われていたことが想定される。調査の結果，この地点からは東西に延びる第5号道路跡が確認され，報告者は

時期を内耳土器の出土から中世としているが，上述の想定に従えば，古代から継続して存在した可能性は否定
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できない。一方，南部は大部分が遺構外を巡っているため，第76号溝跡として調査した一部分を除くと，その

他はトレンチによる確認調査のみであったが，南部から南東部にかけての集落をほぼ取り囲んでいることが確

認されている。また，北部は熊の山古墳群の手前を巡り，北東コーナー部から南へ100mほど現代の道路下を

走行したところで止まっていることが確認でき，従って，東側は谷津が入り込む部分を中心に大きく開口して

いる。この溝は，規模が最大で上幅3．32m，下幅1．00m，深さ1．15mを測り，しかも南側と東側では台地の縁

辺部を巡り，溝の外側は崖状になっていることなどから，区画だけを目的としていたとは考えにくい。当遺跡

は常陸と下総の国境に近く，国府の力の及びにくい位置にあり，社会情勢が不安定で，いわゆる天慶・承平の

乱の遠因ともなった地である7）ことから判断すれば，防御的性格をも備えていたのではないだろうか。

第11期（第314図）

住居跡68軒，掘立柱建物跡23棟などが該当する。主な遺物としては，刀子10点，鎌7点，鋤先1点，楔1点，

門2点，鉄鉱2点，小刀1点，鉄製丸輌1点，砥石6点，石製紡錘車4点，転用紡錘車（杯）1点などがある0

北部に位置する掘立柱建物A群は第28・34号掘立柱建物の2棟からなり，付近には比較的大形の住居数軒が

位置する。第834A号住居跡からは円面硯，第782号住居跡からは転用硯や輯羽口，第824号住居跡からは鋤先，

第784号住居跡からは馬具，第855号住居跡からは小刀などが出土しており，文書事務に関わる人物の存在が窺

われまた，馬の飼育や鍛冶関連の手工業を取り込んでいたことが想定される。また，当該集団からやや南に

離れて位置する第1149号住居跡からは丸柄が出土しており，鉄製である点は稀少である。

掘立柱建物B群は14棟からなるが，第10期の位置をほぼ踏襲して建てられているのは第37・38・123・124号

建物の4棟のみである。次の時期には桁行方向が若干東に振れる建物跡で占められるようになることから判断

すれば，当該期の新段階には大形住居である第720号住居を中心にして，同じ方向に棟を揃える第8・13・14・

17・23・24・27・46・118・119号掘立柱建物が配されるようになったと想定できる。また，B群に付属する小

形住居である第1412号住居跡からは油煙の付着した須恵器杯に「城内」と墨書がされており，注目される。

「城」とは，本来，柵や土塁または堀などで仕切られた範囲を示すことから，溝との関わりを示唆するものと

推測できる。

掘立柱建物C群は，竪穴住居5軒と掘立柱建物6棟で構成されている。掘立柱建物の配置には規格性がみら

れず，中心住居と考えられる第1223号住居跡と北側に位置する小形の第501号住居跡からは門が1点ずつ出土

していることからみて，これらの掘立柱建物群も倉庫として機能していたと考えられる。

第16・20号溝で区切られた方形区画内からは住居跡5軒が検出されているが，特殊性は認められない0第

561号住居跡からは掛け算九九がへラ書きされた須恵器嚢片が出土しているが，焼成前の所作であり，当遺跡

との直接的な関係は薄いと思われる。

掘立柱建物D群は検出されなくなるが，南部には大形住居である第1370号住居を中心とした単位集団が第10

期よりも西に移動していることから，付属する掘立柱建物群は未調査区に位置している可能性が高い。この第

1370号住居跡からは須恵器大聾と「川」と墨書された須恵器杯，東に隣接する第1374号住居跡からは刀子と転

用硯が出土している。また，未調査区を挟んで西側に位置する第1316号住居跡からは「宅」と墨書された須恵

器杯が出土しており，この地がかかる有力者の経営拠点であった可能性が指摘できる。

集落を取り囲む大溝は当該期にあっても棟能していたと考えられるが，溝の下部は自然堆積した黒色土で埋

まり，さらに堆積土の上面は硬化していることから，その部分を通路として利用していたことが想定される。

また，この溝の西側部分に当たる第35B号溝の覆土上層からは，須恵器大聾とともに大量の供膳具類が出土し

ており，この集中的な土器の投棄をもって，集落を取り囲む溝の機能は破棄されたと推察できる。しかし，集
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藩は継続しており，この大規模な溝の埋没は大溝を必要としない社会情勢の反映と考えられまた，溝への土

器の大量投棄は，溝の埋没段階で比較的多くみられる事例であり，何らかの儀礼的な行為ととらえることもで

きる。

第12期（第315図）

住居跡60軒，掘立柱建物跡23棟が該当し，集落ははぼ南部と北部に二分される様相を呈してくる0主な遺物

としては，刀子14点，鎌5点，鉄斧1点，門1点，鉄鉱1点，錐1点，釘9点，丸輌1点（裏金を含む），砥

石1点，紡錘車7点（鉄製1，石製3，土製3），灰粕陶器9点（長頸瓶8，不明1），漆付着土器1点，転用

硯2点などがある。

掘立柱建物A群は第32・33号掘立柱建物の属する集団と第58号掘立柱建物の属する集団に分かれ集落に付

随する倉庫的な建物群といった様相を呈している。傑出した住居跡もみられず，わずかに第1140号住居跡から

出土した漆付着土器や第1112号住居跡から出土した鉄斧などに，かつて「大殿」と称された名残を留めている0

掘立柱建物B群は10棟で構成され中央には第720号住居が第11期から継続して位置している0この大形住

居はとりわけ大形の竃を有し，総数3715点にものぼる供膳具を中心とした土器片が出土していることから，厨

的な機能が想定されるが，その想定に従った場合，居住施設に当たる建物が見当たらない0そのため，大形住

居を中心に倉庫的機能を有する複数の屋で構成される有力者層の館的施設とみることもできる0この住居跡か

らは大量の土器片の他に，井ヶ谷78号窯式期と考えられる灰粕陶器長頸瓶2点や錐，釘，刀子各1点と石製紡

錘車2点などが出土し，東側に位置する第712号住居跡からも井ヶ谷78号窯式期の長頸瓶が出土していること

と併せて，嗜好品を保有する実力者の存在を窺うことができる0また，南東に位置する第557号住居跡からは

鉄製紡錘車が出土しており，より軽量な鉄製のものを使用することによる新たな織物生産（綿など）が開始さ

れたことが推察される。

掘立柱建物C群は7棟で構成されている。中心となる竪穴住居は確認されていないことから，二面庇を有し，

他の掘立柱建物と若干の空白域で区画されている第87A号掘立柱建物が居住施設としての「屋」と想定できる。

その他の建物は倉庫であろう。

掘立柱建物D群は，大形住居である第1361号住居を中心にして，第91・93・115号掘立柱建物の3棟で構成

されており，さらに西側の未調査区に広がる可能性がある。特に，第93号掘立柱建物は4×3間の側柱式で，

柱穴の掘り方は1辺が1mを超え，柱抜き取り痕からは大形の鉄釘8点が出土していることから，堅固な上屋

構造が推測され穎稲などの保管機能を有する「屋」と想定できる0このD群の北側に位置する第597号住居

跡からは銅製丸柄と裏金，第703号住居跡からは灰粕陶器長頸瓶4点とともに朱墨痕のある転用硯2点が出土

している。また，第298号住居跡からは，井ヶ谷78号窯式期の長頸瓶など，灰粕陶器片20点や須恵器短頸壷な

どが出土しており，奪珍品の集中的な保有がみられ当集団の経済的な繁栄を窺うことができる0さらに，第

1356号住居跡からは「川」と墨書された須恵器杯が出土しており，当該期以降，「川」という文字が多く出土

するようになる。

集落を取り囲んでいた溝はかなり埋没が進んだと考えられ当該期に比定される遺物は極少量が出土するだ

けとなる。しかし，溝の規模から判断すると，完全に埋没するまでには相当の時間を有したと推察でき，溝と

しての棟能は破棄されても，後世に集落を営んだ人々にとってこの溝は十分にその存在が意識されていたと考

ぇられる。当該期以降も，集落は溝を意識した形で展開され溝が人々の意識から消えるまでには，溝が完全

に埋没し，覆土上層に住居が構築される第15期を待たなければならない。

また，西部からは鍛冶工房が検出されている。これまでにも，鍛冶関連の遣物は多数出土していたが，明確
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な形での工房跡の検出は当該遺構が初めてであり，しかも全時代を通じて当遺跡唯一のものである。出土した

鉄津類の総重量は2kgを超え，精錬鍛冶から鍛錬鍛冶段階の作業工程が行われており，集落の内部需要を満た

していたと考えられる。

第13期（第316図）

住居跡68軒，掘立柱建物跡7棟が該当する。主な遺物としては，刀子23点，鎌9点，鑓錮1点，門2点，火

打金1点，鉄鉱3点，鉄斧1点，釘3点，鉄製餃具1点，銅製巡方1点，砥石12点，紡錘車12点（鉄製3，石

製4，土製5），転用硯2点，灰粕陶器9点（長頸瓶7，短頸壷2），緑粕陶器1点（輪花皿）などがある0

掘立柱建物A群は第32号掘立柱建物のみとなるが，西に隣接する第856号住居跡からは銅製巡方が出土して

おり，身分表象を必要とする人物の存在が窺える。また，南に位置する第1113号住居跡からは「大士」と墨書

された須恵器杯，溝の西側の台地縁辺部に位置する第59号住居跡からは「城内」と墨書された須恵器杯が出土

している。

掘立柱建物B群は当該期以降全くみられなくなり，竪穴住居だけの構成となる。第918号住居は1辺が6・5m

はどの当該期にしては大形の住居で，単独で存在したと考えられ刀子2点や鎌，砥石1点などの他に鉄浮や

鍛造剥片が出土している。床面からは炉も検出されており，いわゆる鍛冶工房とは形態を異にするが，鍛造鍛

冶が行われていたと考えられる。

掘立柱建物C群は掘立柱建物6棟と竪穴住居4軒からなり，第80B号掘立柱建物を中心として明確なまとま

りを示している。該当建物は4×2問の側柱式の身舎に二面庇を伴う構造で，その東側には第67号溝が確認さ

れており，この溝は丸太状の木材を置いたような形状を呈して，底面が固く締まっていることから，柵や塀の

ような施設が付設されていた可能性も指摘できるものである。これらの点から，この建物が有力者層の居宅と

想定され西に並列する第1241号住居跡からは大量の食膳具の出土と大形の竃が確認されており，前述の建物

に付属して厨的な機能を有していたと考えられる。また，この住居からは，灰粕陶器短頸壷や線粕陶器椀の他

に，「大士」と書かれた墨書土器1点と「ナ」と書かれた墨書土器3点が出土している。北側に位置する第881・

886号土坑は廃棄土坑と想定され藁煤や土器片が大量に出土し，その中には「酒」「ナ」「原」と書かれた墨

書土器が含まれており，そのうちの「酒」という文字からは，有力者層の主催する饗宴との関連を窺うことが

できる。その他の掘立柱建物は倉庫と考えられそのうち第72号掘立柱建物内に位置する第860B号土坑から

は「大士」と墨書された土師器杯3点が出土している。また，このC群と空白域を挟んで北側に位置する集団

からも灰粕陶器や門，「川」「子鼻門」と墨書された土器などが出土しており，C群との関わりは強いと考えら

れる。

掘立柱建物D群は検出されていないが，時期毎に場所を多少違えて展開していることを考えれば，調査区域

外に位置している可能性がある。比較的大形の第1355号住居跡からは転用硯2点や刀子，鎌，鉄斧，井ヶ谷78

号窯式期の長頸瓶，「川」と墨書された須恵器杯などが出土していることも，上述の可能性を追認するものと

いえる。また，西に位置する第1323号住居跡からも漆付着土器とともに，「川」と墨書された須恵器杯が出土

している。
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第14期（第317図）

竪穴住居跡82軒，掘立柱建物跡11棟が該当する。主な遺物としては，刀子29点，鎌7点，鉄鉱6点，門4点，

鉄錯1点，釘5点，馬具（餃具）1点，石製帯金具2点′（丸輌1，巡方1），皇朝十二銭1点（餞益神賛），砥

石11点，紡錘車10点（石製4，鉄製2，土製2，土器転用2），円面硯1点などが出土している。

掘立柱建物A群は第31・36号掘立柱建物の2棟で構成されている。隣接する第774号住居跡からは金付着の

灰粕陶器椀，西側に位置する第881号住居跡からは黒笹90号窯式期の灰粕陶器5点が出土している。

かつて掘立柱姪物B群が存在した西部では，第1447号住居跡から「城内」，東に位置する第713号住居跡から

「城内巫」，「ナ」，第35B号溝跡から「巫」と書かれた墨書土器2点が出土している。その他，第936号住居跡

からは「門」，「明」，「子」と書かれた墨書土器が出土している。

掘立柱建物C群は第80A号掘立柱建物を中心に展開されており，掘立柱建物群の中央には厨としての機能を

有していたと考えられる第1233号住居が位置している。この住居からは円面硯や灰粕陶器蓋，鎌，門，石製紡

錘車，砥石などが出土しており，有力者層の存在を裏付けるものといえる。また，「大士」と書かれた墨書土

器が第71号掘立柱建物跡から1点，その北西に位置する第1026号土坑から2点出土している。灰粕陶器もこの

C群とその北側に位置する集団に集中しており，総数で10点（長頸瓶2，椀6，蓋1，不明1）が出土してい

る。

掘立柱建物D群は第90号掘立柱建物1棟だけが検出されているが，住居や出土遣物の広がりからみて調査区

域外に延びる可能性が高い。調査区域外の西側に位置する第1330B号住居跡からは線粕陶器椀や灰粕陶器椀，

第1324号住居跡からは灰粕陶器椀や油煙付着杯，皇朝十二銭（餞益神賓），第1315号住居跡からは「大士」，

「主」，「田前」，「得」，「土」と書かれた墨書土器や灰粕陶器長頸瓶などが出土し，北側に位置する第604号住

居跡からは石製丸柄，「嶋□」，「栄」と書かれた墨書土器，線粕陶器の陰刻輪花皿，鉄紺，第620号住居跡から

は門2点，第628号住居跡からは転用硯，第696号住居跡からは石製巡方などが出土しており，経済的な繁栄を

窺うことができる。また，第1315号住居跡から鉄鉢形土器が出土しており，この頃には集落内に仏教が浸透し

ていたことが窺われる。

第15期（第318図）

住居跡59軒，掘立柱建物跡4棟が該当する。住居跡は南部から南東部にかけて密に認められ掘立柱建物は

D群が確認されるだけとなる。かつて掘立柱建物が多くみられた西部には住居もほとんど検出されなくなり，

無住地帯に近い状態となる。また，住居は概して小形で，確認面からの掘り込みが浅く，遣存状態の悪いもの

が多い。第14期まで遵守されてきた主軸方向にも統一性がみられなくなり，東竃を有する住居が増加してくる。

主な遣物としては，刀子3点，鉄斧3点，釘3点，鉄鉱4点，紡錘車4点（鉄製1，石製1，土製1，転用1），

転用硯1点（朱墨痕有り），灰粕陶器5点（長頸瓶1，椀3，不明1）などがあり，鉄製品や灰粕陶器の出土

量の減少は明らかであるが，このことが集落の衰退を意味するのか，単に遺構の遺存状態の悪さからくるのか

は不明である。

掘立柱建物D群は三面庇を有する第131号掘立柱建物と付属する第95・111・112号掘立柱建物の4棟からな

る。このうち第131号掘立柱建物は有力者層の居住施設である可能性を否定できないが，付近の住居跡から鉄

鉢形土器や灯明具，銅製の飾り金具などが出土しており，仏堂的な建物の可能性も考えられる。いずれにして

も，この第131号掘立柱建物が当該期の南部に広がる集団の中心であることに変わりはなく，該当建物の周囲

に鉄製品や灰粕陶器の出土が集中している。第1153号住居跡からは灰粕陶器の小瓶を模した土師器小瓶や漆付

着の土師器杯，金付着の灰粕陶器椀が出土しており，金泥による写経が行われた可能性がある。また，西側に
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位置する第1308号住居跡からは，支脚として使用された円筒形土器や置き竃が出土している。この住居跡は竃

を有していることから，置き竃は通常の煮炊き以外に使用されたことが想定され祭祀的な特別な調理に関わ

った可能性がある8）。また，北側に位置する第651号住居跡からは朱墨痕のある転用硯が出土している。

第16期（第318図）

住居跡86軒，掘立柱建物跡1棟が該当する。主な遺物としては，刀子3点，鋤先1点，鎌2点，鉄鉱6点，

紡錘車5点（鉄製3，土製1，転用1），馬具1点（餃具），砥石9点，棒状鉄製品2点（紡錘車の軸ヵ），灰

粕陶器1点（長頸瓶）などが出土している。

大形住居は少なくなり，住居の密なまとまりも南東部にみられるだけとなる。一方，鉄製品は集落全体から

広く出土しており，鉄製品の一層の浸透を窺うことができる。さらに，砥石9点が出土していることは，調査

で検出された以上の鉄製品が普及していたことを窺わせるものである。また，紡錘車に関しては，石製のもの

が消滅し，代わって鉄製のものが主体となる。

墨書土器は数点出土しているが，同一字句を共有することによって集団を体現するような標識文字は確認さ

れなくなり，そうした墨書土器の衰退は，墨書によって体現されていた集落内秩序の解体もしくは変質を意味

するものといえる。

第17期（第319図）

住居跡94軒，掘立柱建物跡1棟が該当する。主な遣物としては，刀子9点，鎌1点，火打金1点，鉄鉱14点，

錠1点，釘4点，馬具4点（餃具2，紀尾1，引手金具1），紡錘車5点（鉄製4，土製1），砥石5点などが

ある。

住居は台地上のはぼ全体に広がりをみせている。鉄製品もほぼ全域から検出されており，広く浸透している

様子を窺うことができるが，中でも鉄鉱の出土数の増加が明らかである。松村恵司氏は，鉄鉱は住居から1な

いし2点の出土の場合には，単独では武器としての用をなさないことから，建築儀礼に際しての祭祀に関わる

ものである9）としている。このことから，鉄鉱の増加を単純に10世紀以降の天慶・承平の乱に代表される東

国の動乱と結びつけて考えることはできないが，仮に鉄鉱による祭祀行為が行われていたとしても，鉄鉱を使

用すること自体が当時の世相を反映したものと考慮しておく必要があろう。

また，中央部南西寄りに位置する第1425号住居跡は焼失住居であり，焼土層の下からは成人男性の頭蓋骨や

布・紐類が検出されている。食膳具類をあらかじめ持ち出した形跡も認められないことから，自発的な放棄，

或いは埋葬とは考えにくく，第三者によって悪意的に焼失させられたことが想定され　この事実は当時の社会

状況を暗示しているように思えてならない。

ところで，南部に位置する第1345号住居跡からは炉が検出され銅滴や銅付着柑堀，鋳型片が出土している0

また，第1084号住居跡からも銅津が出土している。これらは，これまでの熊の山遺跡からは確認されなかった

ものであり，銅の鋳造が行われていたことを示唆するものである。さらに，中央部に位置する第16号井戸跡か

ら出土した天部立像は，化学分析の結果，平安時代の所産であることが明らかにされており，この分析をもっ

てこれらの事例を直接結びつけることはできないが，偶像崇拝が村落内へ浸透していたことを窺わせる好資料

といえる。

第18期（第319・320図）　　　　　　　　　　　　　　　　‘

住居跡42軒が該当する。主な遣物としては，刀子8点，鎌1点，鉄鉱4点，釘1点，砥石1点などがある0

単位集団は2ないし3軒で構成されており，全体的にみると住居は遺跡の南東部に集中している。一見すると

散村的な様相を示しているが，当該期には耳付き鍋や三足鍋など竃での使用を前提としない煮炊き具が出土し
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ており，一般にいわれるように，平地式の建物な

どへの転換が徐々に進行していた可能性が高い。

平安後期以降，当遺跡からは多数の墓旗や火葬施

設が確認され　そこからは銅鏡や小刀などの副葬

品が出土している。特に，銅鏡については同一遺

跡から（今年度報告分1面を加えて）4面出土し

ている事例は県内に例がなく10），かかる有力者

層の存在が窺われるところである。しかし，古代

S1539B

O lOcm
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第320回　熊の山遺跡出土三足鍋、内耳土器

末から中世にかけての時期になると，人々の生活

痕は認められなくなり，当遺跡においても古代から中世への不連続性を認めざるを得ない。
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10）瓦吹堅「茨城県鏡事情一出土和鏡を中心に－」『園学院大挙考古学資料館紀要』第15輯1999年3月

4　遣物からみた熊の山遺跡

（1）古墳時代

・鉄製農具（第321～323図）

集落の変遷でみてきたように，当遺跡は6世紀後半から本格的な開拓が行われ以降，継続して生活が営ま

れるようになる。この集団は，鉄器・鉄製品を携えて当地に移植してきた。この時期が農耕法の一つの画期で

あることは明らかで，鉄製農具の導入や畜力利用により，それ以前には人々の生活し得なかった台地上の全域

に集落が展開するようになる。古墳時代における鉄製農具の内訳については，既に第174集で集成が試みられ

ており，今回の報告と併せて，鉄鎌27点，鋤（鍬）先2点が確認されている。このうち鎌については，大きさ

により使用法の分類を試みると，穂切り鎌5点，根切り鎌14点，雑草木除伐鎌3点，手鎌5点となる1）。こ
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の事実は，根切りが穂切りを上回っていることを物語っており，都出比呂志氏が6～7世紀に鉄器の耕作過程

への投入とともに，根切り法が開始されたと述べている2）ことと，時期的に合致する。しかし，このことを

もって，穂切り法から根切り法への転換が図られたと解釈するには慎重を期すべきで，後続する律令期におい

ても，摘鎌や手鎌が根切り鎌とともに出土することや，穎段階での収納を目的とした屋の盛行，脱穀における

多大な労働力などを考えれば，穂切り法が依然として重用されていたと判断すべきであろう。

こうした鉄製農具の分布状況をみてみると，集落の広がりと合致することが明らかである。これをさらに砥

石の出土分布と重ね合わせると，その傾向はより顕著となり，北部，西部，東都，南東部の各集団に集中して

いることがわかる。このうち，北部，西部，南東部の3地点は，古墳時代後期に留まらず，律令期に時代がく

だっても集落の中心となる場所である。これらの鉄製品は集団の中心となる大形住居跡からはもちろんのこと，

その周辺の小形住居跡からも出土している。一方，先行する古墳時代前期や中期の遺構からは鉄製農具は確認

されていない。その稀少性からみれば，それらは在地首長層によって集中管理されていたと考えるべきであり，

後期になるとその集中管理が緩み，出土分布図にみられるように，有力単位集団，すなわち家父長制的世帯共

同体ごとに管理されていたと考えるべきであろう。
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また，西部に位置する集団からは，U字形鋤先が2点出土している。この器種は，全ての時代を通じて確認

されたおよそ550点の鉄器・鉄製品のうち，わずかに4点しか確認されていない稀少性の高いものである。そ

のうちの2点が古墳時代後期の，しかも西部に位置する集団から出土している。この集団は，集落の変遷で確

認したように，面積が100I運を超える当遺跡最大規模の大形住居を中心とし，倉としての掘立柱建物を有した

優位な立場にある集団であり，鋤先を保有していたことも首肯できるもので，占有していた可能性も示唆され

る。

ところで，鋤先を模したと思われる土製晶が，南西部に位置する第510号住居跡から4点，第1426号住居跡

－363－



から2点出土している。この土製品の出土例は少なく3），県内では桜川村尾島遺跡の祭祀跡から3点が出土

している程度である。尾島遺跡の鋤先形土製品について報告者は，出土品が農耕具の模造品と考えられること

から，「農耕祭祀に関わる五穀豊穣を祈る土製模造品」4）と推測している。また，住居跡から出土した例とし

ては千葉県我孫子市の日秀西遺跡があり，竪穴住居跡から計10点が確認されている。特に，041B号住居跡か

ら出土した8点はいずれも竃付近の覆土中から出土したものであり，その性格について報告者は，「これらの

ものが祭祀又は儀礼用の用具として使用されたものならば，屋内祭祀を考えなくてはならない」5）としてい

る。当遺跡については，第510号住居跡出土の土製品は竃付近から出土しており，日秀西遺跡の例と類似して

いるが，第1426号住居跡出土の土製品は竃手前の貼り床部からの出土であり，相違がみられる。模倣対象であ

る鉄製鋤先の稀少性や鋤先形土製品自体の出土の少なさ，あるいはそれらを保持する集団が群集頃の築造者と

想定される6）ことから判断するなら，五穀豊穣祈願の可能性を否定するものではないが，自らの保持する立

場のさらなる発展や子孫の繁栄を祈願した可能性も想定しておく必要があろう7）。
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・須恵器（第324・325図）

近年の発掘調査の進行によって，集落における須恵器の出土は古墳時代中期のより早い段階からみられるこ

とが明らかになってきたが，当遺跡からの出土が認められるようになるのは6世紀中葉以降である。出土した

総数は55点にのぼる。それらの内訳は，杯身6点，杯蓋7点，壷蓋2点，高杯6点，フラスコ形瓶3点，平瓶

6点，提瓶6点，横瓶1点，短頸壷6点，賓1点，特殊扁壷1点，脚付壷1点，施8点，子持器台1点であり，

一見して，葬祭供献用の土器が多数を占めていることがわかる。特殊扁壷は，扁球形をした器体の上部を山形

に切り取り，休部中央に円孔を穿つもので，円孔を中心に凹線が同心円状に巡り，文様帯をなしている。用途

については不明な点が多いが，類例があることから悪意的なものではなく，近江，美濃，伊勢の隣接した地域

内に分布するものである8）。また，東日本においては，わずかに古墳からの出土例があるだけ9）で，住居跡

からの出土は極めて少数であり，他地域との交流を窺うことのできる好資料といえる。子持器台は8世紀代の

大藩から出土したものであるが，やはり古墳時代後期の所産である。器台の上部に載る杯は既に欠失して形状

を把握できないが，器台自体の口径は30cmで，実用とは考えにくい。古墳の副葬品としての出土例が多いこと

から判断すれば，祭祀供献用であろう。

ところで，こうした土器が一般集落に普及していたとは考えにくい。出土数の少なさや器形の特殊さからみ

ても，保有にあたっては有力者層の存在が窺え，遺物の分布状況も鉄製品類と全く同様の傾向を示しているこ

とから，ここでもまた，群集墳を造営する家父長層の存在を垣間見ることになる。また，少量ながらも安定し
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て須恵器が供給されている事実は，東谷田川を媒介とした流通の発達，あるいはその流通に多少なりとも関わ

っていた階層の存在を視野に入れておく必要があろう。

二㌔も　　』』cm

第325図　熊の山遺跡出土特殊扁壷、子持器台

0．　　　10cm

！　：　！

・紡錘車（第326図）

紡錘車については，第174集で集成が行われており，今回の報告と併せて総数19点が出土している。内訳は，

土製10点，石製9点であり，石材は滑石が主体で，一部蛇紋岩や粘板岩もみられる。土製と石製を比べた場合，

いずれも円錐台形を呈しており，形態的な差異はほとんど認められないが，幅や厚さの平均値は共に土製が上

回っていることが分かる。このことは，材質の違いからくる重量の不足を，形状を大きくすることで補った結

果と推測され当時の紡績工程，あるいは技術が30～70g程度の重量を求めていたことを示しているLと考えら

れる。出土分布は鉄製農具や須恵器と同じ様相を呈し，北部，西部，南東部，東部に集中しており，しかも大

形住居跡からの出土が目立つ。従って，有力単位集団ごとに紡績用具を保有し，各集団がそれぞれに繊維生産

の紡績工程を抱えていた可能性が高い。

（2）奈良・平安時代

・文字資料（第327図，表11）

文字資料についても第174集で集成が行われており，ここでは詳細を省き，主な特徴だけを述べることとす

る。当遺跡から出土している文字資料は，今年度報告分を加えると総数166点になる。時期別にみると，8世

紀代は18点と少なく，そのうち墨書は9点である。9世紀になると資料数が急激に増えて103点を数え，その

うち墨書は96点を占める。10世紀代は27点と減少するが，後葉まで確認されており，そのうち13点が墨書であ

る。時期ごとの出土割合をみると，9世紀代，特に中葉から後葉にかけての資料数が全体の58％を占めており，

この時期が当遺跡の文字資料記載の盛行期といえる。文字が記された器種は杯や椀類が圧倒的に多く，全体の

96％を占めており，最も生活に密着し，かつ数量の多い土器に墨書がされていたことが明らかである。

記載された文字についてみてみると，「ナ」という文字は15例が確認され　いずれも9世紀後半の所産で，

遺跡の南半部に分布している。「川」は4例確認され　8世紀後葉から9世紀後葉にかけてみられ　遺跡の南

部に集中している。同様に，「育」は6例，「田前」は3例が，遺跡の南部に集中してみられる。また，「上山」

は遺跡の北部に4例が集中してみられる。このように，これらの文字は，その意味するところはともかくとし

て，それぞれを共通の標識文字とする集団に分かれていたことが考えられる。

一方，「大」（12例）や「大士」（9例），「城内」「城内巫」（5例）は遺跡全体から出土している。このうち

「城内」「城内巫」という文字は，9世紀中葉から後葉にかけての所産である。「城」とは，本来，柵や土塁ま

たは堀などで仕切られた範囲を示すものであり，この言葉から連想される大溝は8世紀前半に掘削されたもの

31itう



十

十

十

第326回　古墳時代紡錘車出土分布図

十

ー367－

十



⑥

第327図　主な文字資料出土位置図

一　別iS



で，文字が記された頃にはかなり埋没が進んでいたものと思われる。しかし，遺構の配置から分かるように，

9世紀になっても溝を避けるように遺構は築かれており，後世の人々にとっても十分にその存在が意識されて

いたものと考えられる。この溝は台地縁辺部の崖状になっているところも巡っており，防御的な性格も兼ねて

いたのではないかと推測できるが，その一方で，整然と配された掘立柱建物群とともに，一般農民や周辺に点

在する集落に対しての象徴的な視覚体として存在していたことも想定されるのである。さらに，「韮」という

文字は「大きい」という意味を表しており，この文字だけが記載された墨書土器も大溝内から出土している0

「大士」もまた遺跡全域から出土しているが，とりわけ南西部の掘立柱建物跡集中地点（C群）からの出土

が目立つ。この地点は，「集落の変遷」で触れたように，第80号掘立柱建物に居住する有力者層との関わりが

強い場所である。なお，「大士」は文字同士が互いに密着し，「大」の右はらいと左はらいの中に「士」が入り

込む字体で，合わせ文字として「杢」と判読が可能であるが，便宜上，ここでは「大士」として扱う。このよ

うな文字の記し方はいくつかの遺跡に類似例がみられ同じ河内郡内に位置する中原遺跡では，「又上」と記

された墨書土器8点が出土しており，当遺跡のものと同様に二つの文字が密着している。特に，第358号住居

表11調査10区出土文字資料一覧表

番号 釈　 文 種　 別 材　 質 器　 種 部　 位 方　 向 遺　　　 構 所属時期 遺物番号 備　　　 考

1 井 墨　　 書 土 師 器 杯 体部外 面 正　 位 第1081号住居跡 10世紀前葉 P lOOO3

「川カ」

内・外面漆付着

2 カ ヘラ書き 須 恵 器 嚢 口緑部内面 倒　 位 第1088号住居跡 9世紀後菓 P lOO51

3 × ヘラ書き 須 恵 器 杯 底部外 面 － 第1091号住居跡

ク

ク

ク

第1252号住居跡

8 世紀中葉

ク

ク

ク

8 世紀前葉

P lOO80

4 大 ヘラ書き 須 恵 器 杯 底部外 面 － P lOO89

5 × ヘラ書き 須 恵 器 杯 底部外 面 － P lOO90

6 × ヘラ書き 須 恵 器 杯 底部 内面 － P lOO91

7 ×カ ヘラ書き 須 恵 器 杯 底部外 面 － P lO152

8 万 墨　　 書 土 師 器 杯 体部外 面 右横位 第1255号住居跡 10世紀前葉 P lO185

9 ［コ 墨　　 書 須 恵 器 杯 体部外 面 右横位カ 第1304号住居跡

ク

ノク

第1315号住居跡

ク

ク

ク

ク

ク

ク

第1316号住居跡

9世紀中葉

ク

ク

9世紀復業

ク

ク

ク

ク

ク

ク

8世紀後葉

P lO220

ク

P lO221

10 片口 墨　　 書 須 恵 器 杯 底部外 面 －

11 方ヵ 墨　　 書 須 恵 器 杯 体部外 面 右横位

12 主 墨　　 書 土 師 器 杯 体部外 面 左横位 P lO274

13 工カ 墨　　 書 土 師 器 ゴ不 体部外 面 右横位 P lO280

14 土カ 墨　　 書 土 師 器 杯 体部外 面 正　 位 P lO281

15 田前 墨　　 書 須 恵 器 杯 底部外 面 －
P lO287

16 大士 墨　　 書 土 師 器 高台付杯 体部外 面 正　 位 P lO289

17 主 墨　　 書 土 師 器 高台付椀 底部外 面 － P lO292

18 待 墨　　 書 土 師 器 皿 底部外 面 －
P lO293

19 宅 墨　　 書 須 恵 器 J不 底部外 面 － P lO305

20 ［コ 墨　　 書 須・恵 器 杯 体部外 面 右横位 第1322号住居跡 9世紀中葉 P lO339

21 川 墨　　 書 須 恵 器 J不 体部外 面 正　 位 第1223号住居跡 9世紀中葉 P lO351

22 ［コ 墨　　 書 土 師 器 杯 体部外 面 不　 明 第1330号住居跡

ク

ク

第1355号住居跡

ク

第1356号住居跡

9世紀後菓

ク

ク

9世紀中葉

〃

9世紀前葉

P lO392

23 福□ 墨　　 書 土 師 器 高台付皿 底部外 面 － P lO393

24 □ 墨　　 書 土 師 器 鉢カ 体部外 面 不　 明 P lO394

25 川 墨　　 書 土 師 器 杯 底部外 面 －
P lO446

26 □ 墨　　 書 土 師 器 ゴ不 体部外 面 不　 明 P lO445

27 川 墨　　 書 須 恵 器 杯 底部外 面 － P lO464

28 川 墨　　 書 須 恵 器 高台付杯 底部外 面 － 第1370号住居跡 8世紀復業 P lO785

29 ×カ ヘラ書き 須 恵 器 杯 底部外 面 －
第1372号住居跡 8世紀前葉 P lO537

30 大 ヘラ書き 須 恵 器 杯 底部外 面 － 第1375号住居跡 8世紀前葉 P lO556

31 十大 刻　　 書 土 師 器 ゴ不 体部外 面 倒　 位 第 6号大形竪穴状遺構 10世紀前葉 P lO699

32 秋 墨　　 書 土’師 器 ゴ不 体部外 面 右横位 ク

第34号井戸跡

ク

10世紀前半

P lO700

33 × 刻　　 書 土 師 器 高台付椀 底部外 面 － P lO755

34 万 刻　　 書 土 師 器 杯 体部外 面 右横位 第1104号土坑 10世紀前半 P lO670

35 得 カ 墨　　 書 土 師 器 杯 体部外 面 正位カ 遺構確認面 － P lO764

36 ［コ 墨　　 書 土 師 器 高台付椀 体部外 面 不　 明 遺構確認面 － P lO766
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跡から出土した墨書土器に記された「又上」は当遺跡の「大士」と全く同じ字体であり，両遺跡の関わりも想

定できるものである。また，郷長に関わる集落遺跡である群馬県前橋市の荒砥洗橋遺跡からは「大上」と記載

された墨書土器12点（文字数17点）が出土している10）。これらの文字もまた，「大」と「上」が密着している。

この解釈について，報告者は「大」は地名，あるいは特定の人物に対する美称とし，「上」は地域を上下に区

分した際の特定の地区を指すのではないかと推測している。翻って当遺跡の「大士」についてみてみると，残

念ながらその意味するところについては不明と言わざるを得ない。しかしながら，いくつかの推測は可能で，

例えば，この文字は前述したように有力者層の居住施設と考えられる掘立柱建物跡C群の敷地内から集中して

出土し，かかる人物との関わりが想定できること，すなわち「大」は縁起の良い文字であることから特定の人

物に対する美称であり，「士」は官人を表す意味があることから地方末端行政に関わる人物を指すのではない

かという推測である。あるいは，「士」は男子に対する美称でもあることから，「大」とともにかかる有力者層

を単に尊称したものかもしれない。

その他の特徴的な文字資料としては，「大殿墨硯」「酒」「宅」「門」「子鼻門」「嶋□」などがある。「大殿」

はかかる有力者に対して敬意を込めたものと理解でき，平川南氏の言うように「多分に私的，身内的な意識と

結びついた表記であり，ただちにその人物の公的位置に関連させて理解するのは問題」11）であると思われる。

「酒」は内面に墨書されており，神への捧ものとして使用されたと考えられ12），祭祀ないし饗宴を主催した

有力者層の存在が窺われる。また，「宅」はかかる有力者の経営拠点を意味するものと考えられ「嶋□」は古

代河内郡鴫名郷を示す可能性がある。「門」については，「城内」にそのような施設が存在した可能性，あるい

は「富豪之門」というように経済的に優位に立つ権門や人物を指す可能性がある。

・腰帯具（第328～330図）

第174集で集成したように，当遺跡からは15点の腰帯具が出土している。内訳は，餃具2点，巡方5点，丸

輌（裏金具も含む）5点，錐尾3点である。材質は，石製3点（巡方2，丸輌1），鉄製1点（丸柄）で，そ

の他はすべて鋼製である。出土遺構の時期は8世紀代が5点，9世紀代が7点，10世紀代が1点で，分布は遺

跡の北部と南部に限定される。こうした腰帯具が律令衣服規定の成立時期を押さえる資料として，上限をどこ

まで遡れるかは重要な課題であるが，当遺跡の場合，既に8世紀前葉の遺構から4点の出土が確認されている。

特に，遺跡の南端部に位置する第1083号住居跡から出土した銅製丸柄は，静岡県半兵衛奥横穴から出土した遺

物と酷似しており13），古墳時代に系譜が求められるものである。このことは，田中氏が「いまだに古墳時代
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第328図　熊の山遺跡出土腰帯具
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第329図　奈良・平安時代腰帯具，硯出土分布図
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第330図　半兵衛奥横穴遺
物（田中（1990）より転載）

後期以来の伝統的な紐帯が，在地首長の下に分解されきれず，温存していたと

思われる。むしろ彼らの掌握する在地の諸秩序を，中央執行部が逆に利用し，

位階制の内部に閉じ込めた。その反映が腰帯である。」14）と指摘したことと合

致し，前代から続く有力者を取り込む形での律令体制の展開の一端を示すもの

といえる。

また，8世紀後薬に比定される第1148号住居跡から出土した丸柄は鉄製であ

り，稀少な存在である。腰帯具が中央政府より支給されるものとすれば，鉄製

は考えにくいことであり，「自備品」である可能性を示すものである。このこ

とは，相次いで使用規制が発布された15）という当時の状況を暗示しているの

ではないだろうか。

9世紀代には7点の出土が確認され　腰帯具による身分表象が浸透した時期

といえる。しかし，10世紀になると，腰帯具は1点が確認されるだけとなり，明らかに衰退に向かう。この数

量的な変化は，律令体制の衰退と一致しており，腰帯具による律令的身分秩序の崩壊を意味しているものと推

測される。

・硯（第329・331図）

硯についても第174集で集成が行われており，個々の土器については第174集を参照されたい。今回の報告分

を含めると17点になり，内訳は円面硯6点，転用硯11点である。そのうちの1点は，前述した「大殿墨硯」と

墨書されたものである。また，出土した円面硯のうち，3点は脚部だけの細片であるが，その形状からみて別

個体と考えられる。常陸における円面硯の出土状況をみると，一つの集落から出土する円面硯の数量は多くて

もせいぜい数点で，その他は転用硯で代用されており16），当遺跡の場合も正に同様の傾向を指摘できること

から，円面硯の稀少性が窺われる。

当遺跡における円面貌の出土分布をみると，北部と南部に集中しており，先に検討した腰帯具の出土した遺

構と隣接した地点から出土していることが明らかである。一般に，文書事務には戸主以上の人物が関わるとさ

れており，帯金具の出土分布とも重なることから，地方末端行政に関わる人物の存在が窺われるところである。
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第331図　熊の山遺跡出土円面硯
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・緑軸陶器・灰粕陶器（第332～334図）

当遺跡からは，緑粕陶器3点，灰粕陶器79点が出土している。r内訳は，長頸瓶31点，手付瓶1点，短頸壷2

点，椀12点（緑粕椀1，線粕輪花椀1を含む），皿2点（線粕陰刻花文輪花皿1を含む），蓋1点，不明33点で

ある。産地について特定できるものはそのうちの一部で，鳴海32号窯式のものが1点，折戸10号窯式のものが

1点，以下，井ヶ谷78号窯式5点，黒笹14号窯式6点，黒笹90号窯式15点，折戸53号窯式1点，東山72号窯式
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第332回　奈良・平安時代緑粕・灰粕陶器出土分布図
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1点，光ヶ丘1号窯式3点，二川産2点である。このうち，黒笹14・90号窯式の製品（猿投Ⅴ期）が全体の60

％を占めており，このことは当財団奈良・平安時代研究班の集成による県内の出土傾向17）と概ね一致する。

また，古い段階では長頸瓶，新しい段階では椀が多い傾向がみられることも同様である。

出土分布をみると，南西部，南東部，北部に集中していることが分かる。出土した遺構は概して中形の竪穴

住居跡であり，こうした嗜好品と遺構との直接的な相関関係は認められないが，集落の変遷で確認したように，

集落内において優位な立場にある集団からの出土が多いことは明らかである。

1

14t

、⊆l≡者
S1774　　　　　　　　　　Sl1253

0　　　　　　　　　10cm

！　：　！

第333回　熊の山遺跡出土金付着灰寒由陶器

出土した灰粕陶器の中では，金の付着した椀2点

が注目される。1点は北端部に位置する第774号住

居跡（9世紀後菓），もう1点は南端部に位置する

第1253号住居跡（10世紀前葉）から出土したもので，

器種はいずれも椀である。これらの灰粕陶器の内面

にはいずれも金粉が散りばめられたように付着して

おり，金を細粒化した道具，あるいは細粒化された

金粉を入れておく容器と想定される。他遺跡の出土例やその用途については，同じく金付着灰粕陶器が出土し

た『中掘遺跡』の考察編18）に詳しく，ここでの詳細な考察は譲るが，その用途については，紺地金泥経など

の写経に用いられた可能性が高い。この時期（9世紀中頃以降），常陸は長雨や早魅，地震などの災害が相次

ぎ，農民は疲弊する。そんな状況を慮ってか，仁明天皇は常陸など辺境諸国の国司に一切経などの写経を度々

行わせており19），その背景には皇族や高僧の発願によっていた写経が民間の手に委ねられ　広く浸透してい

った状況があるものと思われる。従って，上述の想定に従うならば，金付着灰粕陶器が出土したことによって，

僧侶と限らずに，かかる有力者層の社会的地位や教養の高さが窺われるのである。

ところで，当遺跡からの線粕陶器の出土はわずかに3点と極少数である。同じ河内郡内に位置し，ほぼ同規

模の集落である中原遺跡からは線粕陶器98点とともに舶載の青磁片16点や白磁片1点などが出土していること

と比較しても，その差は明らかである。この点については，高橋照彦氏の指摘が興味深い。同氏によれば，郡

家関連として知られる遺跡から出土する緑粕陶器は概して少量であり，一方，国府近接地域の集落からは比較

的まとまって出土するとされる20）。この図式を中原遺跡と熊の山遺跡に当てはめると，河内郡衛に近接する

集落と，下総との国境近くに位置し，多分に土着的な意味合いの強い集落の相違が鮮明となる。すなわち，熊

の山遺跡では緑粕陶器は入手しにくい状況にあり，保有できた人物は動産の蓄積を行い，経済的に優位に立つ

ごく一部の限られた人物であったと推測できる。

t．

SI60∠】

第334図　熊の山遺跡出土緑寒由陶器
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・紡錘車（第335図）

当遺跡からは，33点の紡錘車が出土している。内訳は，石製11点，土製8点，鉄製9点，転用3点である。
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不明鉄製品として報告されたもののうち棒状のものは紡錘車の軸部の可能性があるが，断定はできないため，

この数字には含まれていない。時期別にみると，8世紀代は10点（石製9，転用1），9世紀代は28点（石製

11，土製10，鉄製5，転用2），10世紀代以降は11点（石製1，土製3，鉄製6，転用1）となり，8世紀代

は古墳時代からの伝統である石製紡錘車が使用され　9世紀代になると鉄製紡錘車の出現によって石製・土

製・鉄製が混在し，10世紀以降には鉄製紡錘車が主体となる現象をみることになる。一般に，奈良時代以降，

石製紡錘車に代わって鉄製紡錘車が主流を占めるようになるとされるが，東国に関しては，今回の集成にみら

れるように，古墳時代から引き続き石製紡錘車が使用されている。この点について滝沢亮氏は，古代東国にお

いては鉄製と石製の紡錘車が同時期に出土し，しかも重量が全く異なることから，重い石製は麻糸系の布生産，

軽い鉄製は絹糸系の織物生産との関係が深かったのではないかと推測している。このことは，古代の東国が，

麻を広く栽培し，布は中央への庸調として貢進物の主体をなしていたことと関わるものと思われる21）。反面，

鉄製の紡錘車も多数出土していることは，当遺跡が網関連の繊維手工業をも取り込んでいた可能性を意味して

いる。近年，当遺跡周辺の発掘が進んでおり，その調査結果如何によっては，あるいは熊の山遺跡による絹織

物の独占的な生産という状況もでてくる可能性がある。
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腰帯具の大きさは官位を示さないとする田中氏（前掲文献13）の論説もある。

16）川井正一「内原町蔵田千軒遺跡出土の陶硯について－茨城県内出土陶硯集成－」『内原町史研究』創刊号1992年3

月

17）当財団の奈良・平安時代研究班の集成活動により，猿投窯第Ⅴ期の黒笹第14・90号窯式の製品が全体の70％を占める

ことが明らかにされている。（奈良・平安時代研究班「茨城県域における施粕陶器の検討（5）」『研究ノート』第8号

茨城県教育財団1999年6月）

18）埼玉県埋蔵文化財調査事業団　「中堀遺跡　御陣馬川堤調整池関係埋蔵文化財調査報告」『埼玉県埋蔵文化財調査事

業団報告書』第190集1997年12月

19）『茨城県史料』古代編　茨城県1968年11月

20）高橋照彦「地方官衛出土の平安時代の録粕陶器」『考古学ジャーナル7』No．475　ニューサイエンス社　2001年7月

21）前掲文献11と同じ。

5　熊の山遺跡の性格

遺跡の性格を考察するに当たって，熊の山遺跡の立地条件を再確認しておきたい。当遺跡は東谷田川沿いの

平坦な台地上に立地している。この川は河内郡衛と密接に関わる桜川と並流し，牛久沼にそそぎ込むもので，

古代にあっても重要な位置を占めていたことが想定され多数の遺跡がこの川沿いに点在している。中山信名

は『新編常陸国誌』1）で，嶋名という地名は字のごとく島のような様相を呈していたことに由来すると述べ

ており，眼下に島名前野遺跡や島名前野東遺跡を見下ろす標高20mの高台にあることと相まって，当初から交

通や物流の拠点となり得る条件を備えていたと考えられる。

集落は，「集落の変遷」でみてきたように，4世紀にその形成をみる。その後も，集落は形成されるが，6

世紀前半までの集落は各期毎に時間的な空白が想定されており，それぞれの集落は連続していない。従って，

比較的短期間のうちに廃絶と小移動を繰り返した集落であったと想定される。

ところが，6世紀後半になると，当遺跡は台地上を覆い尽くすように集落が形成される。この集落内には複

数の有力な単位集団，すなわち世帯共同体が看取できる。これらの単位集団内からは須恵器や鉄製農具が出土

し，また，少数ながら掘立柱建物跡も検出されている。こういった点から，周辺集落に対して優位な立場にあ

る集落と想定されるが，収奪の象徴となる掘立柱建物群の展開は認められず，支配的共同体としての地位はそ

れほど高くないと考えられる。また，これらの集団と密接な関わりが想定されるのが，当遺跡の北側に隣接す

る関ノ台古墳群や島名熊の山古墳群である。関ノ台古墳群は，『っくぼ市遺跡地図』（2001年7月）によれば，

前方後円墳1基，円墳28基からなり，東谷田川沿いでは最大規模の古墳群である。しかも，関ノ台古墳群の北

側の地域は遺跡が極端に少なくなり，包蔵地さえほとんど確認されていない。また，島名熊の山古墳群は，

『谷田部の歴史』によれば，円墳11基からなるとされているが，『つくば市遺跡地図』には確認遺構数が記載

されておらず，詳細は不明である。しかし，いずれにしても，これらの古墳群は小形の円墳を主体としており，

時間的に異なった多くの墳墓の密集とは考えにくい。このことから，ある一定期間に造られた共同墓地と考え

られ被葬者は有力単位集団（世帯共同体）の家父長層とするのが妥当であり，基盤となる集落としては熊の

山遺跡が想定される。言い換えれば，これら群集頃の形成そのものが，この台地上を占拠し，低地を生産基盤

とした伝統的な当集落の経済的優位性を反映しているといえる。

奈良・平安時代になっても集落は継続して営まれており，中でも，奈良時代初頭における集落の様相の変化

ー377－



は劇的である。各住居は規模や形状が等質化し，住居の主軸方向はいずれも真北を指すようになる。さらには，

1辺70m（2／3町）の方形区画が巡らされるなど，集落の再編ともいえる現象がみられる。しかし，先行の

古墳文化が存在する以上，この繁栄は在地豪族の世襲という地盤の上に立ったものとするのが妥当と思われ

前代の単位集団の配置を踏襲した形で集落の展開がみられることや古墳時代に系譜が求められる腰帯具の出土

などがその間の事情を物語っているといえる。換言すれば，律令国家の地方支配は在地の豪族をいかに体制内

に取り込んでいくか，いわゆる人民支配の二重構造をいかに矛盾なく遂行するかにあったといえ，このように

して，熊の山遺跡に在する有力者層は，律令体制に取り込まれていくことになる。

8世紀中頃になると，遺跡のはぼ中央に官衛風の配置をもった規格性の高い掘立柱建物群が形成される。ま

た，大溝は集落を取り囲むように延長され総延長は1，000mを超えるようになる。それは，あたかも国衛や

郡衝を投射したような景観であったと想定でき，一般農民，あるいは周辺に点在する集落にとっては象徴的な

存在として映っていたに違いない。

9世紀になると，整然と配された掘立柱建物群は姿を消し，大形の掘立柱建物や竪穴住居を囲むように小形

の掘立柱建物群が林立し，時期毎に建てる位置を替えるなど，随時建て替えや建て増しが行われたものと想定

される。そして，10世紀以降になると，掘立柱建物そのものが減少するのである。

ここで，もう一度，奈良・平安時代における熊の山遺跡の特徴を確認しておきたい。

・東谷田川を眼下に望む平坦な台地上に立地している。

・6世紀後半から11世紀にかけて，継続して営まれた集落である。律令体制の衰退期にあっても，安定した

形で集落は展開する。

・集落を取り囲むように大溝が巡っている。この大溝の南側と東側では台地の縁辺部を巡っているが，北側

では縁辺部を巡らず，一島名熊の山古墳群の手前を巡っている。

・8世紀中頃に，竪穴住居を取り囲まない，規格性の強い掘立柱建物群が形成される。

・その他の掘立柱建物群は大形の竪穴住居を取り囲むように配されているが，配置が不安定で，随時建て増

しされた様相を呈している。また，これらの掘立柱建物群は，1辺が70mの方形区画を囲むように，区画

の東側，西側，北側に配されている。

・掘立柱建物跡は概して小形で，側柱式のものが多く，規模は大形の竪穴住居跡とほぼ同等である。

・大形の廃棄土坑や氷室の可能性がある大形竪穴状遺構が存在する。

・鍛冶関連や銅鋳造関連の工房跡が存在し，鉄・銅・漆・繊維生産を取り込んでいる。

・線粕陶器や灰粕陶器，金付着土器，青銅鈴などが出土している。

・鉄鉢形土器や油煙付着土器などが出土し，仏教の浸透が窺える。また，仏堂と思われる三面庇付きの掘立

柱建物跡も検出されている。

・円面硯，転用硯，腰帯具，刀子，朱墨書などが出土し，文書事務に関わる人物の存在が想定される。

・腰帯具は8世紀前葉には既に存在し，9世紀に出土量が増加し，10世紀には激減する。

・農耕，戦闘，献納などに重宝される馬の飼育を裏付ける馬骨や馬具が出土している。

・中央との交流を示す皇朝十二銭（長年大賓・餞益神賓）が出土している。（第336図）

・饗宴に関わる須恵器大賓が大量の供膳具とともに出土している。

・「大殿墨硯」「宅」「城内」「城内巫」「巫」「大士」「酒」といった墨書が出土している。しかし，官衛的，

寺院的な字句は出土していない。

・収納施設の存在を裏付ける門や鍵が出土している。
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以上のような点から，当遺跡には，律令体制に組

み込まれつつも独自の経営基盤を有していた地方豪

族，ないし富豪層といった階層の人々が住していた

ことが推測される。須恵器大聾や大量の供膳具の出

土，「酒」と書かれた墨書土器，及び氷室の存在は，　第336図　熊の山遺跡出土古銭

0　10cm

L∃＝】

有力者層の主催する饗宴との関わりを示唆するもの

である。また，大肇の保有は饗宴の主催者であり，かつ労働用具や給付晶を準備できる有力者層に限られてい

ることから，「郷飲酒礼」など郷における儀礼を裏付けるものと考えられる。

ところで，前述したように，奈良時代以降は，古墳時代後期の居住域を踏襲する形で集落が展開し，11世紀

まで継続して営まれていることが明らかとなっている。このことは，同じ河内郡内に位置し，はぼ同規模の集

落である中原遺跡が郡街と消長を共にし，8世紀前葉に出現し，10世紀前半には消滅していることと好対照で

ある。中原遺跡の盛衰には，天慶・承平の乱に代表される東国の動乱との密接な関係が示唆されるが，熊の山

遺跡はそれすらも直接的な影響を看取することはできない。しかも，10世紀前半には仏堂的建物が出現し，後

半には鋼の鋳造も行われているのである。さらに，古代末から中世初めにかけて，墓境群からは和鏡4面や短

刀などが出土しており，かかる有力者層の居住施設は検出されなかったものの，遺物の面からその存在が推定

されるのである。

当集落を特徴づけた大藩は，残念ながら，その性格付けを行うことはできなかった。区画的性格（饗宴・祭

祀・交易としての場，耕作地など），防御的性格，精神的性格（「古くから連綿と続く集落を囲む共同体精神の

発露，他集団に対しての象徴的な視覚体としての存在」2））など，様々な意見が出されたが，いずれについて

も断定するには至らず，あるいは溝の造営者はこれらの要素全てを含めて掘削に当たったとも想定できる0ま

た，この溝の性格を暗示しているのが「城内」「城内巫」という墨書土器で，これらの字句は当時の人々に

「観」という意識があったのではないかと推測させるものである。しかし，相当の労力をかけて造営されたこ

の大溝は，9世紀を前にして土器の大量投棄をもってその機能が破棄されてしまうことになる。

中央部西寄りにみられるL字状に配された，規格性の高い掘立柱建物群はその官衝風の配置から，郷倉，あ

るいは「豪族居宅併存型」3）に分類される官衛的機能を有する施設の可能性が高く，有力者層の居宅に隣接

して付置され郡衛の徴税機能を分掌する郷物資の集積や管理を行っていたことが想定される。しかし，この

建物群は長続きせず，9世紀には姿を消してしまう。このことは，「律令国家成立当初から永続的な施設とし

て造営・維持された郡衝とは異なるものであったことを示している」4）ものと思われる。代わりに台頭して

くるのが，大形の竪穴住居や庇付の掘立柱建物の周囲を取り囲むように展開される掘立柱建物群である0これ

らの建物群は配置が不安定であり，時期毎に位置を若干ずらしながら建てられる様相は，正に地方豪族居宅そ

のものである。硯や腰帯具の出土から，豪族の居住施設に内包される形で官衝的機能を有していた可能性は十

分に想定できるが，その一方で，これらの建物群は私出挙の運用を通した富の収奪の象徴とも考えられる0備

蓄よりも運用を目的としていたならば，巨大な倉は必要なく，一般に言われるように，星舎で充分対応できた

と考えられるからである。さらに，こうした小形の掘立柱建物群が同時期に複数存在することは，集落内に複

数の有力者層，あるいは有力な戸が存在していたことを意味するものといえる。

こうした有力者層の歴史的な評価については，明確な文字史料等が出土していないため，憶測の範囲を超え

るものではないが，上述の理由や腰帯具・硯など文書事務に関わる出土遺物から，村を実質的に支配する在地

富豪層という性格の他に，在地官人というもう一つの性格を兄いだすことができる0かの人物は手工業を取り
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込むなど経済的に優位な状況にあり，在地支配の象徴といえる屋舎とそれに付随する厨から成り立つ館的施設

に任しながら，戸令為里条にみられるように，「検校戸口」「課殖農桑」「禁察非違」「催駈賦役」などの任にあ

たったものと思われる。そこには，津野仁氏のいうような「実力的郷長」5），あるいはそれに近い存在を窺う

ことができる。こうした有力者層の存在は，10世紀代になると不明瞭になる。しかし，集落は継続しており，

仏堂的建物の存在や銅鋳造との関わりなどから，かかる有力者層の存在が窺われるのである。

また，上述のような有力者層・富豪層は，文献上の検討から在地領主層への過渡的存在と推定されている。

本跡の場合も，中世に入ると西側に隣接して土塁と堀を周囲に巡らした妙徳寺が開山されることや，遺跡内の

墓境や地下式境から和鏡4面や短刀などが出土していることなどから，かかる在地領主層ないし地方武士団の

台頭や埋葬儀礼の在り方6）が検討されるところである。さらには，遺跡内に鹿島・香取の二神社が鋲座する

ことや南に隣接して神宮寺や八幡神社が位置していること，島名地区の開拓集団の伝承7）などから，中世以

降も島名地区住民の精神的結合の場として存在し続けたものと思われる。
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第337図　熊の山遺跡出土鏡，短刀，天部立像
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1）中山信名『新編常陸国誌』茶書房1964年復刻

2）工藤清春「「館」発生の考察」『帝京大学山梨文化財研究所研究報告』第9集　帝京大学山梨文化財研究所1999年12

月

3）山中敏史「律令国家の地方末端支配機構一研究の現状と課題一」『律令国家の地方末端支配椒構をめぐって一研究集

会の記録－』奈良国立文化財研究所1998年3月

4）前掲文献2と同じ。山中氏は，これらの「官街関連遺跡は，行政単位ごとに必要不可欠の官衛として設置された国郡

衝のような役所とは異質な存在であり，郷ごとに必ず置かれた官衛ではなく，（中略）分掌する郡衝機能の職務内容や

在地の政治経済的状況・地形条件に応じ，適宜，設置・移転・廃止された補完的な性格の強い官衝施設であり，必要に

応じて郡衛の諸機能の一部を補う役割を担うべく設置された施設であった」と述べている。
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5）津野仁氏は，「実力的郷長は，倉を持ち動産所有を経済的な基盤としてもち，郷長の職掌である徴税や治安機能をこ

えて，鉄などの手工業にも関与し，地域開発にまで預かり，動産を蓄えるような存在であった。また，腰帯なども出土

しており，制度的な支配機構の中に編成されていた」と述べている。一方，大塚新地遺跡（水戸市）にみられるように，

遺構は一般集落と変わらないが，遺物の面からその存在が推定できるものを，権限が行政的枠内に限られていた「行政

的郷長」として区別している。（津野仁「郷長とその性格」『律令国家の地方末端支配棟構をめぐって一研究集会の記録

－』奈良国立文化財研究所1998年3月

6）瓦吹堅「茨城県鏡事情一出土和鏡を中心に－」『園学院大草考古学資料館紀要』第15輯1999年3月

7）島名地区には「六軒党」の伝承があり，その伝承とは，いずれの場所からか，利根川から牛久沼，東谷田川を経て当

遺跡に入植した「六軒党」が鹿島・香取両神社を産土神として奉りながら，この地を開拓し，やがてそれぞれが島名地

区の各部落に分かれて住していったというものである。（谷田部の歴史編纂委員会『谷田部の歴史』谷田部町教育委員

会1975年）

6　おわりに

以上，熊の山遺跡の性格について若干の考察を行ってきたが，一部の論説にみられるような，官衛的集落か

一般集落かという二者択一的な論議は，こと熊の山遺跡では用をなさない。そこには律令体制が施行される以

前から連綿と営まれた集落があり，律令体制に組み込まれてからは在地官人としての側面を担いつつも独自の

経営基盤に立って繁栄を続けてきた集落が歴然としてあるからである。そうした意味で，熊の山遺跡は歴史の

大きな変動の中を生き抜いた証人であり，集落の変遷がすなわち一つの地方史である。そして，このささやか

な調査成果が『常陸国風土記』に欠落している「河内郡条」の一部を補い，つくば市谷田部地区を中心とする

県南地域の歴史解明の一助となってくれれば幸いである。加えて，熊の山遺跡周辺の発掘調査は今後も行われ

るものと思われるが，それらの調査結果も含めて周辺の史料が出揃った段階で，改めて熊の山遺跡の歴史的な

評価が行われるべきであろう。今回の報告は，それまでの一時的なものとしておきたい。

最後になるが，5年間に及ぶ発掘調査，6年間に及ぶ整理作業に際してご協力をいただいた関係諸機関，ご

助言・ご指導をいただいた多くの方々に，紙面を借りて感謝申し上げたい。
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熊の山遺跡出土遣物の金属考古学的調査結果

岩手県立博物館　赤沼英男

1　はじめに

茨城県つくば市に立地する熊の山遺跡は、島名・福田坪一体型土地区画整理事業に伴い、平成10年4月1日

から平成11年3月31日に緊急発掘調査された遺跡である。

発掘調査の結果、10世紀代に比定される住居跡から銅または銅合金を素材とする不明製品（以下、不明製品

という）と柑堀が、8世紀前葉の遺構からは腰帯具が、8世紀代の掘立柱跡柱穴からは八稜鏡の破片が出土し

亘　た1）0柑堀にはところどころに青緑色を呈する物質が固着している0遺跡内で銅または銅合金の溶解が行わ

れていたことは確実で、出土した銅または銅合金を素材とする資料の中に、溶解操作の出発物質または遺跡内

で製作された製品が含まれていた可能性がある。

上記資料を金属考古学的方法で調査した結果、柑堀に固着する青緑色物質は1％程度の鉛および0．6％の枇

素を含む銅が錆びたものであることが確認された。一方、製品は化学組成上3つに分類されたが、堵堀に固着

する銅と化学組成が合致するものはみられなかった。柑堀の発見によって、他地域から供給された銅地金を溶

解し製品を製作する、あるいは使用不能となった銅製品を再溶解し、目的とする製品を製作するという生産活

動が実施されていたことが想定されるが、出土遺物の金属考古学的調査結果は、前者の可能性が高いことを示

している。以下に、金属考古学的調査結果によって得られた知見を報告する。

2　調査資料

金属考古学的調査資料はⅣ0．1柑堀、Ⅳ0．2腰帯具、恥．3・5不明製品、Ⅳ0．4八稜鏡の合計5点である。

ところどころに青緑色物質が固着するⅣ0．1堵渦・恥．3不明製品は10世紀代、Ⅳ0．2腰帯具は8世紀前葉に比定

される住居跡床面から出土している。症4は八陵鏡の破片である。8世紀代に比定される掘立柱建物跡柱穴の

覆土から兄いだされており、恥．1～Ⅳ0．3とは明らかに来歴が異なる。八稜鏡が出土した周辺から、灯明具や平

安時代後期と推定される天部立像が検出されていることをふまえ、宗教上の目的で破片状にした後、埋納され

た可能性も考えられている1）。Ⅳ0．5不明製品は不明遺構から検出され、時期は8～10世紀と推定されている。

調査資料番号、遺物番号、検出遺構、推定年代を表1に、資料の外観と試料片摘出位置を図1・2に示す。√

表1　分析資料

‰　　遺物番号　　資料名　　　遺　構　名　　　　　時　　代

1　　P－10432　相場　　　　SI－1345　　　　　10世紀代

2　　MlOO12　　腰帯具　　　SI－1083　　　　　　8世紀前葉

3　　MlOO79　　不明製品　　SI－1336　　　　　10世紀代

4　　MlO124　　八稜鏡　　　SB－116P－5　　　不明
（

5　　MlO149　　不明製品　　SX－11　　　　　　8～10世紀代

注1）台帳恥、資科名、遺構名、出土層位、時代は茨城県教育財団稲田義弘氏による。
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3　調査試料片の摘出

恥・1柑堀については、ダイヤモンドカッターを装着したハンドドリルを使って、固着する青緑色物質と柑堀

本体から微小試料片を摘出した。摘出した試料片のうち、前者については2分し、化学成分分析と組織観察に、

後者については組織観察に供した。Ⅳ0．2腰帯具、Ⅳ0．3・5不明製品、Ⅳ0．4八稜鏡から摘出した試料片について

は、上記と同じ方法で試料片を摘出した後、化学成分分析に供した。調査資料からの試料片摘出位置は、図1・

2に示すとおりである。

4　分析方法

組織観察用試料については、エポキシ樹脂に埋め込み固定した後、エメリー紙で荒研磨し、ダイヤモンドペー

ストで仕上げ研磨した。化学成分の溶出を避けるため、研磨は水を使用しない方法で行った。研磨面を金属顕

微鏡で調べ、柑堀固着物質・柑堀素材の組成を知る上で重要と判断された金属相または鉱物相を、エレクトロ

ン・プローブ・マイクロアナライザー（EPMA）を使って分析した。

化学成分分析用試料については、表面に付着する錆を除去し、エチルアルコールとアセトンを使って洗浄・

乾燥した。乾燥した試料片0．03gをテフロン分解容器に直接秤量し、内田らの方法2）に従い濃硝酸（60wt％）

0．5mlを加え、一昼夜放置して溶解した。溶解液に塩酸を加え、試料濃度約1000ppm、塩酸1モル溶液となる

よう蒸留水で希釈した。このようにして調整した試料溶液に含有されるSn、Pb、As、Sb、Fe、Zn、Ni、Co、

Au、Agの10成分を誘導結合プラズマ発光分光分析（ICP－OES）法で定量した。Cuについては上記溶液を蒸

留水で625倍に希釈した後、同様にして分析した。

5　分析結果

5－1堵堀摘出試料片の組織観察結果

堵堀（図1al）に固着する青緑色物質から摘出した試料片のマクロ組織にはところどころに気孔がみられ

る（図1bl）。図1blの枠で囲んだ内部のEPMAによる組成像（COMP）には、直径1FLm未満の金属粒、

直径2～3FLmの金属粒、灰色領域、暗灰色領域が観察され、金属粒はそれぞれCu系、Cu－As－Bi系、灰色・

暗灰色領域はほぼCu、0からなり（図1Cト4）、後者の酸素濃度が前者に比べ高レベルにあることがわかっ

た。柑渦に固着する青緑色物質は、As、’Biを含有する銅が錆化したものの可能性が高い。

柑堀本体表面から摘出した資料のマクロ組織にはいたるところに気孔が残存している。図1alの枠で囲ん

だ内部のEPMAによる組成像には二酸化ケイ素からなる領域があり、そのまわりにはSi－A1－0系の暗灰色領域

がみられる（図1eト3）。別途行われた岩石・鉱物学的調査によって、柑堀本体には破片状の石英・斜長石

や珪長質火山岩片などが含まれており、粘土に珪長質火山灰起源と思われる砂を混ぜたものを素材としていろ

可能性があることが指摘されている3）。

5－2　甜堀固着青緑色物質、銅合金試料片の化学組成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

表2に柑堀固着青緑色物質および銅合金試料片の化学成分分析結果を示す。Ⅳ0．1柑堀付着青緑色物質には73．

5％のCuが含有され、他に0．20％のSn、0．98％のPb、0．60％のAs、0．13％のSb、0．17％のAgが検出された。

0．60％のAsは組織観察によって兄いだされたCu－As－Bi系金属粒に起因し、11成分の合計が76％未満と低レベ

ルにあるのは、Cuの錆化による影響と推定される。

Ⅳ0．3・5には98％を超えるCuが含有されており、他の10成分はいずれも1％未満にある。清純な銅を素材
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として製作されている。N0．2からは91・4％のCu、1・98％のPb、1・23％のAsが、No・4からは83・2％のCu、6・09

％のSn、1．46％のPb、5．17％のAsが検出されたo No・2の11成分の合計は95％未満であり、メタルに錆が混在

した試料が分析された可能性が高い。

表2　試料片の化学組成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（mass％）

NQ Cu Sn Pb As Sb Fe Zn Ni Co Au Ag

1　　　73．5　　　　0．20　　　0．98　　　0．60

2　　　91．4　　　　0．06　　　1．98　　1．23

3　　　98．0　　　＜0．05　　＜0．05　　　0．87

4　　　83．2　　　　6．09　　　1．46　　　5．17

5　　　98．7　　　＜0月5　　＜0．05　　　0．38

0．13　　　0．027

0ユ4　　　0．033

0．05　　　0．024

0．25　　　0．006

＜0．05　　　0．009

＜0．01　　0．002　　　0．001

0．01　　0．003　　　0．006

＜0．01　　0．016　　　0．001

＜0．01　　0．027　　　0．007

＜0．01　　0．023　　　0．001

0．03　　　　0．17

0．01　　　0．16

0．07　　　　0．25

0．02　　　　0．23

0．07　　　　0．14

注1）恥は表1に対応。

注2）分析はICP－OES法による。

6　考察

5－1・2によって、柑堀に固着する青緑色物質は0．98％程度のPb、0．60％のAsを含む銅および酸化銅で

あることが判明した。遺跡内で1％程度のPbおよびAsを含む銅地金の溶解が行われていた可能性が高いこと

を示している。

No．3およびN0．5は清純な銅を素材としている。いずれも0．3～0．8％のAsを含有し、他の9成分はいずれも0・

1％未満である。銅以外の微量成分の含有量がほぼ同レベルにあることから、No・3・5の製作には同じ組成の

地金が使用された可能性が高い。N0．3は10世紀代の住居跡床面から検出されている。時代不明とされたⅣ0・5も

N0．3と同じ時代に使用されていた可能性がある。

No．2腰帯具は1％を超えるPb、Asを含む銅地金、No．4八稜鏡は1．46％のPbを含むCu－Sn－As合金である0そ

れぞれ7％、5％を超えるSn、Asが含有されているNo．4人稜鏡の地金は、No・2腰帯具、No・3・5の不明製品

に比べ、確実に硬度が高かったといえる4）。N0．4において検出された5％を超えるAsが人為的に添加された
J

ものであるとすると、その添加方法が問題となるが、この点についての説明は困難であり、今後の課題とした

い。

出土遣物の金属考古学的調査によって、製品資料はそれらの化学組成に基づき以下の3つに分類される。

①　0．3～0．8％のAsを含有する銅を素材として製作されたNo・3・5不明製品

②1％を超えるPb、Asを含有する銅を素材として製作されたNo・2腰帯具

③　Cu－Sn－As合金を素材とするNo．4八稜鏡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e
イ

上記によって、遺跡内には時代により組成の異なる製品が使用されていることがわかる。柑堀に固着する儲

化した銅に近似する組成を有する製品はみられない。遺跡内では検出された製品とは組成の異なる銅地金を入

手し、それを使って目的とする製品の製作が行われた可能性が高いと判断される。熊の山遺跡から検出される

銅合金資料の金属考古学的調査の一層の実施と、生産遺構に関する発掘調査の蓄積を図ることによって、遺跡

内における銅生産活動の実態がみえてくるにちがいない。
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註）

1）茨城県教育財団　稲田義弘氏からのご教授による。

2）内田哲男・平尾良光「ICP分析法による銅製考古学的資料分析の基礎的研究」保存科学、29、1990、PP．43－49。

3）岩石・鉱物学的調査結果は岩手大学教育学部助教授　土谷信高博士による。

4）佐々木稔「出土銭貨の自然科学的解析法について」出土銭貨、7、1995、pp．93。

－386－

nishiji
長方形

nishiji
テキストボックス
掲載不可



l I　　　　 l　　　　 l　　　　 I

－ ．甘

C u

l　　　　　 l　　　　　 】　　　　　 l
8日 12の　　　　　 相9　　　　　 2匂8　　　　 24日

図1No・1珊瑚の外観と摘出した試料片の組織結果（その1）

al‥外観、矢印Sal・Sa2は試料片摘出位置obl‥Salのマクロ組織oc1－4‥blの枠で囲んだ内
部のEPMAによる組成像（COMP）と定性分析結果。
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図1NoJ柑塙の外観と摘出した試料片の組織結果（その2）
dl：Sa2のマクロ組織。el＿3：dlの枠で囲んだ内部のEPMAによる組成像（COMP）と定性
分析結果

No．3不明製品

0　　　2C汀】

図2　No．2－5資料の外観
矢印は試料片摘出位置。
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古墳時代

第1089号住居跡完掘状況

第1089号住居跡遺物出土状況（1）

第1089号住居跡遺物出土状況（2）



巨箪てこY

P L3

h一‾‾

．・・

第1098号住居跡完掘状況

第1098号住居跡竃完掘状況

第1303号住居跡完掘状況



第1303号住居跡遺物出土状況

第1305号住居跡完掘状況



第1305号住居跡遺物出土状況（2）

第1320号住居跡完掘状況

第1321号住居跡完掘状況



第1337号住居跡完掘状況

第1380号住居跡完掘状況

第1380号住居跡遺物出土状況



奈良・平安時代

第1081号住居跡完掘状況

第1082号住居跡完掘状況

第1087号住居跡完掘状況



第1087号住居跡遺物出土状況

第1088号住居跡完掘状況

第1088号住居跡竃遺物出土状況



第1091号住居跡完掘状況

第1091号住居跡遺物出土状況（1）

第1091号住居跡遺物出土状況（2）



第1093号住居跡竃完掘状況

第1094号住居跡完掘状況



第1094号住居跡遺物出土状況

第1096号住居跡完掘状況

第1096号住居跡遺物出土状況（1）



第1097号住居跡完掘状況

第1097号住居跡竃完掘状況



第1252号住居跡完掘状況

第1250・1252号住居跡遺物出土状況

第1300号住居跡完掘状況



第1300号住居跡竃完掘状況

第1301号住居跡完掘状況

第1304号住居跡完掘状況



－　‘

第1304号住居跡竃遺物出土状況

第1307号住居跡完掘状況

第1307号住居跡遺物出土状況



第1307号住居跡遺物出土状況

第1308号住居跡完掘状況

第1308号住居跡竃完掘状況



第1314号住居跡完掘状況

第1314号住居跡遺物出土状況

第1314号住居跡竃遺物出土状況



第1315号住居跡完掘状況

第1315号住居跡遺物出土状況（2）



第1315号住居跡竃遺物出土状況

第1316号住居跡完掘状況

第1319号住居跡完掘状況



第1319号住居跡竃遺物出土状況

第1323号住居跡竃遺物出土状況

第1325・1326号住居跡完掘状況



第1325・1326号住居跡遺物出土状況

第1326号住居跡遺物出土状況

第1330A・B号住居跡完掘状況



第1335号住居跡完掘状況

第1335号住居跡竃遺物出土状況



第1336号住居跡完掘状況

第1336号住居跡竃遺物出土状況

第1345号住居跡完掘状況



第1345号住居跡遺物出土状況

第1345号住居跡竃遺物出土状況

第1352号住居跡完掘状況



第1355号住居跡完掘状況

第1355号住居跡遺物出土状況（1）

第1355号住居跡遺物出土状況（2）



第1356号住居跡遺物出土状況（1）

第1356号住居跡遺物出土状況（2）

第1364号住居跡完掘状況



第1365号住居跡完掘状況

第1369号住居跡遺物出土状況

第1370号住居跡完掘状況



第1370号住居跡竃完掘状況

第1373号住居跡完掘状況

第1373号住居跡竃完掘状況



P L29

’・！　b

第1374号住居跡完掘状況

第1374号住居跡遺物出土状況

1375号住居跡完掘状況



第1375号住居跡竜遺物出土状況

第1377号住居跡完掘状況

第1377号住居跡竃完掘状況



第1377号住居跡遺物出土状況

第90号掘立柱建物跡完掘状況

第93号掘立柱建物跡完掘状況



第94号掘立柱建物跡完掘状況

第95号掘立柱建物跡完掘状況

第98号掘立柱建物跡完掘状況



第99号掘立柱建物跡完掘状況

第112号掘立柱建物跡完掘状況

第115号掘立柱建物跡完掘状況



第117号掘立柱建物跡完掘状況

二≦仁二芸

．＿‘コ＿一一一∈＞一
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（二フ

第131号掘立柱建物跡完掘状況

第4号大形竪穴状遺構完掘状況



第4号大形竪穴状遺構

遺物出土状況（1）

第4号大形竪穴状遺構

遺物出土状況（2）

第6号大形竪穴状遺構完掘状況



第6号大形竪穴状遺構遺物出土状況

第7号大形竪穴状遺構完掘状況

第7号大形竪穴状遺構遺物出土状況



第22号方形竪穴状遺構完掘状況

第23号方形竪穴状遺構完掘状況

第24号方形竪穴状遺構完掘状況



第76号溝跡完掘状～兄

第1178号土坑遣物出土状況



古墳時代

第1089号住居跡出土遺物

P L39



P L40

第1089号住居跡出土遺物

SIlO89－18



P L41

亀
も遥田

SI1089－16

S11098－10

第1089・1098・1254・1303号住居跡出土遺物

三三三等‾lここ

S11254－8



P L42

SI1305－4

第1303・1305・1320・1366・1380号住居跡出土遺物



P L43

．れ1

1．∴．

第1321・1380号住居跡出土遺物



P L44

第1380・1383号住居跡出土遺物



古墳時代，奈良・平安時代 PL45

Sl1380－19

第1080・1081・1083・1084・1085・1088・1380号住居跡出土遺物



PL46

第1086～1088・1091号住居跡出土遺物



P L47

第1091号住居跡出土遺物

雪華表壷三Ill



S1109ト22

第1091・1093・1094・1096・1097・1252号住居跡出土遺物



P L49

第1096・1250・1253・1300・1304号住居跡出土遺物



PL50

第1304・1307・1311号住居跡出土遣物

S11304－15



P L51

第1307・1308号住居跡出土遺物

S11307－6
SI1307－7



・－；・

S11315－21

Sl1315－27

第1315・1316号住居跡出土遺物

Sl1316－2



第1316・1319・1322～1325号住居跡出土遺物

S11324－8
S11325－3



P L54

S11338－6

第1325・1326・1328・1330I巨1335・1338号住居跡出土遺物

Si1326－3



P L55

竺Il毒i－1111
Sl1345－2

第1341・1345・135卜1355号住居跡出土遺物

睾義臣二幸
S11355－16



P L56

S11369－9

第1352・1355・1356・1359・1361・1365・1369号住居跡出土遺物



P L57

Si1373－4

第1367・1369・1370・1373号住居跡出土遣物



第4号大形－14

第1370・1374・1375号住居跡，第4号大形竪穴状遺構出土遺物



P L59

第4・6・7号大形竪穴状遺構出土遺物



PL60

第1104・1105・1178号土坑，第4号大形竪穴状遺構出土遺物



第1104・1159・1203・1206・1208・1246・1288号土坑，第4・6号大形竪穴状遺構出土遺物



P L62

SX11－10

第91号掘立柱建物跡，第1101・1105・1178号土坑，第11号不明遺構，第79号溝跡，第10号道路跡，遺構外出土遺物

SX11－12



S11091－14「×」

第11号不明遺構，遺構外出土遺物，ヘラ書き土器

SX11－8





墨書土器，刻書土器，土製品



PL66

S11380－22



P L67

土製品，石製品



石製品，鉄製品



fiiィ

S11250－6

鉄製品

愚
S1125ト5 S11253－17 SB117－4
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■

〃

1

－

1
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－

・
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SB93－13　　　　　　SB93－16　　　　　　SB93－9

SI1324－18

鉄製品，銅製品
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付図1熊の山遺跡10区遺構全体図

付図2　熊の山遺跡遺構全体図



付区‖　熊の山遺跡10区遺構全体図






